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序

4・t此咄は、八・m,1,祁島城におけるグスク跡（スク跡）の分布閤究の成呆を記録したも

のです。昭和52年炭に、沖縄本島及ぴその周辺離島に分布するグスク逍跡の間ftを始めと

して、さらに窮古語島域のグスク閤介、八狐ILi祁島域の佃.J~f.と漸次調究範IJtlを広げ、これ

までに幾多の間/,]:fl:成呆をあげることができました。

沖縄県内に分布するグスクはおよそ300カ所とも甘われており、その大半が、比牧的翡

所の石灰宕丘陵,-.に立地しております。特に主！災なグスクについては、縄張り図の作成や

試枷I閤引臼を行い、その性格や規校についてある程度把握することができました。これまで

の調究によりそれぞれの地域に分布するグスクに特徴が残されていることも判明してきて

おります。沖縄の歴史の流れの中における中世から近iJI;の時期に形成されたこれらのグス

クはきわめて瓜災な文化逍碓の一つだと考えられます。

しかしながら、 ｀力においてはグスク辿跡が石灰宕丘陵上に形成されていることから、

建槃 r.事や祁開発行為によって破壊の燥き Hにあった例も少なくないとl;JI-Jいております。

このような現状を跨まえ、県下に所在するグスクの尖態を11f能な限り把拙し、開発調盤の

ためのJよ礎狩料を腋伽していくことがこの調1f.の大きな t:1(1りのひとつでもありました。

本報告・・柑が県内外の方々に広く利川され、文化財保設1,煤似に結ぴつき、さらにはグスク

の保存、活用、調介研究の一助ともなれば、沿いに存じます。

ぷ尼になりましたが、文化庁並ぴに石爪市教脊委以会、竹宜町教脊委且会、 'HIS同町教

脊委且会、さらには地元の方々、多大なる御指祁 ・御協力を頂いた関係各位に対し、衷心

より感謝の意を表します。

I 9 9 4年 3Jj 

沖縄県教fl委且会

教ra乏嘉陽 正幸



例

1. 本報告行は、国/111補助を得て平成 2年度～平成 5年度の 4ヵ年にわたる継続事架の成

呆を記録したものである。

2. 本調査は、八爪ilJff竹島（石垣島、竹宜島、黙島、 小浜島、鳩1IIJ島、西表島、新城島、

波照IHJ島、与那国，烏）の 9島を対象地区とした。

3. 本調査は、グスク（スク）跡と呼ばれる特徴ある追跡に限定し、特に縄張り囮を作成

し、更に小範囲の試掘を行い、それぞれの特徴を把握することに努めた。

1. 辿跡の概略図作成については、県文化課専門且の調査によった。

5. 本報告l'ドのタイトルは、先に刊行された『ぐすく グスク分布襴介報告柑 (II)一宮

古餅島一』の報告野を跨製した。

6. 原稿執節者分担は第 1平、第 3節のとおりである。

7. 各グスク追跡一邸表の番号と分布図番号は符号している。

8. 本愁に使用した各島の追跡分布囮及ぴ追跡の位骰図は国土地理院発行の地形屈I(5万

分の 1、2万5千分の 1、 5千分の 1)を使用した。

9. 各島のグスク及ぴグスク相当期辿跡一買は、『石垣）』の逍跡一詳細分布削/J究報告{I):一』

沖縄県教脊委↓1会、 1979年 3月刊行の報告柑と r竹窮Ii「r・与那岡IIITの追跡一詳細分布間

究報告押一』沖縄県教脊委以会、1980年 3月刊行の報告{!):から抜粋して作成した。

10. 竹紅lllJ竹内採集の陶磁器については、佐賀県立九州陶磁文化館の大橋）叔二氏の御教示

を得ました。記して感謝いたします。
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第 I章調査 概 要

第 1節 調査に至る経緯

グスク分布刊,•;11t は、 沖縄県が本」-. に復加して以後今11に中るまで、）は規校化 したflFi開 発

による辿跡 の破壊、m滅への歯ti・：めをねらったも のである。特に鉱業権との1彫わりで石灰

射 li: I浚上の j•.":,所に立地するグスク辿跡がm滅のfu:,機に瀕することから、現地跨3'tを行い、

縄張り図を作成し、辿跡の範囲 ・性格 序^を把批するとともに、1化急なグスクマップ作成の

必要が1i6感 された。

これに伴い、 11({和52年度から 4ヵ年m袖iで、 沖縄本島及ぴ周辺離島を対象に瀾イtが火施

された。 前，]'.ftはまず昭和52年度の本島北{111地区をJ此初に、 llfi.fll53年炭に中部地区、次いで

南部地区と順次潤ff.を進める予定であったが、中部地区の池1ftが終rした時、,.'.(で、 illtlJII発

に伴うJ'I!.蔵文化財の1~•',l -ftが位i,1~(1 し、 It({和54 · 55年朕の 2 ヵ 年 IIIJ は浪,]1f. を中断せざるを得ず、

11({和56年）虻より 1鉛i部地区の調ff.が開始され、翌ll(j和57年度に「ぐすく グスク分,(1j 1~111] 1f. 報
{'t (I) -it11純ぶl,'J及ぴ周辺離島 」として、；Ul,] jtの成;.!~がt11;1;・されている。

その後、新佼ii.!,しも相次ぎ、また考古学的なJ1i]時代の研究も辿み、考占学からのアプロ ー

チによる立地、 形態の淡汎の検討の必要性があることが確認された。

この よ うな）必朱に~~づき、 宮古 ・八,f(lli地域を含めた先，l心地区におけるグスク辿跡の股

IJ:lと様オllの尖態把拙が必製となった。また、急附する語開発との協議 .1J判俗代料作成を早

怠に行う必要性があり、先島地区へのグスク分布満究が＇必施されることになった 。

まず、 昭和62年1文から,,1.成元年股までの 3 ヵ年ITt両で窮古地区のグスク分,(1i1~1\]在が実施

され、平成元年）文に rぐすく グスク分布rnり-fl:や1炸j料 ( Ir ) ―·:~\'古請島ー」として柚li'tの

成米が報告されている 。 UI き続き 、 , ,~成 2年1虻より 平成 5年1文までの 4ヵ年計111tjで八煎lit

地区のグスク分,(ljI此，，,J-ftが実施され、本tu竹をもって、艮期にわたって続けられたグスク分

,(1i 1d碕はりし粘することになる。

第 2節調査の方法

湖1'f.は石J1.( ,i:~ 、 竹狐烏、黒島、小浜島、 /\!'.) 11\JJ.'h、西表島、新城島、波！照Ill)島、サ))IS国島

の 9島を対象地域とし、文献や口碑伝!('<あるいはこれまで確認されている辿跡の表1tri跨究

を行い、 11rlき取 り憐11tも1)1:せて行った。地形図に迅跡の位洲をプロットし、特徴的な辿跡

については,',',本の伐IJUを行い、平板illiJ批により縄張り 1又1を作成した。また、 伐IJりが困難な

拗介は、 コンパスを利川 して縄張り図を作成 した。各辿跡地内では随時辿物の表,r,i採集も

行い、辿跡の年代判定の参杉とした。
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第 3節 調査体制及び成果の記録

1. 調布体制

濶1t体制については県文化課の史跡 ・｝恨蔵文化財担当し`'fl''山 が主たる10抒叫となり、当

該の市町村の文化財担当JI哉且へ協力を依頼した。また、現地での1Ji;IJD作菜については地元

の方々を作菜以として研Uliし作菜を辿めていった。 Ill-Iき］収りf闊査についても地元の古老を

中心に進めていった。

事業土体 沖縄県教有委且会 教-({長

❖ 

ク

1内j良消敏

汁tfy/他二

必雑釦E幸

（平成2年J虻）

（平成3・4年度）

（平成 5年度）

事棠所竹 沖縄県教脊庁文化課 課長 宜保栄治郎（平成2・3年）文）

I;, ，，， 金城功 （平成4年）虻）
,., ，， 糸数服治 （平成5年）虻）

I;, 課杖till佐 」，j[洲均 （平成2年）虻）
.,,, ，， 1)1・ 佐兵-- （平成2・3年｝虻）
.,,. 

❖ 知念 1J （平成3~5年）虻）
,, ，' 川祉1:j-J必 （平成4・5年）虻）

)jf, 菜総括 沖縄県教11庁文化課 史跡 ・埋蔵文化）11・ 係L乏安基爛淳 （平成 2年1虻）
,,. 

❖ 大城愁 (• jZ成 3-5 年炭）

事槃事務 沖縄県教脊庁文化課 文化-tMfJ'll係艮 1'11llli1i• 雄 げ:,成2年度）

❖ 文化」放卯係 ・竹理係貶 火村光ィ: (-'fl成 3-5年炭）
,, ,, 主i]i- 新h」U11縣i (,,7. 成2・3年1虻）
，， ~ ❖ 伊波I盛治 （平成 ,1 • 5年l虻）

閥~f.以 沖縄県教Tf庁文化課 史跡 ・J11l1磁文化財係

充指祁主事玉iI~11.1; 逮 （平成 2・3年炭）
，， 我那覇念 （平成 tl・ 5年9虻）
,, 数少し111禎 （平成2-5年度）

主任専l'~.W 1-:~ 本義彦 （平成 2-5年度）

主任 金城亀侶 （平成 5年9虻）

主任 島袋邪 (・1-:, 必5年度）

し'H「山 大城秀子 ('I勺&:2年｝虻）
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閥査只 沖縄県教育庁文化課 専門且 土地千賀子（平成 2年度）

，，， ，， 上地克哉 （平成4・ 5年度）
,I, ノ／ 山城安生 （平成1・5年度）

11 庫託刊M究は 比茄1袋千峰

❖ ，，， ，凋良三千代
，， ~ 人城捌チ

❖ ，， 安次訂がり子
,, ,, 咄し少↓山ゆかり
,, ,, 仲硲）JJl忠
,, ,, 」.:.JJ;( 明

ヶ ❖ 普天11り直也

謂究指祁 文化庁記念物課 文化財濶1t官 須IH 勉 （平成 2年1文）

ケ ❖ 岡村近成fl;(平成 3年）虻）

罰仔t協力 石J1-(rli教脊委↓1会、竹訂IIIJ教f{委且会、 'j.JJIII玉IIll)・教'({委且会

池田栄史（琉球大‘浮：JJ)J教授）

発掘作業且

1-. 地正夫、 1~111:1-1 淳美、新城ト シ、新城悦子、比）衿定百枝、岱山光子、石仲1it-f 、

視盛 硝、宮良フジ、 1Hr花トヨ、美底静江、 1五良英子、那良伊孫ー、JJII良1Mm子、

那良伊花イfJI、石垣金品

脊剌整理作梁且

崎）J;U窃阿・、 浜尤邪江、 平艮貞枝、，,,'が出＇ とり、比嘉，17チ、 金武雅子、 当iii/泌チ、

仲ぷ根三枝＋ 、 石祢i真由災、 11/;J村綾＋、城11\J悦子、金城礼 r、人城棺了•、 1ri 11;~:~1r沙↓、

宮城111江、党IIIJ麻了・、新J-1(ゆかり、新城さゆり、鶴元-).ふ充、也城）叔二、辿村謀之、

画WI勝彦、井上花隆、田））し義 r、松）も卓、金城健太、 池／瓜直必、 小紺illfi・

西銘パ トロシニア、又吉純了≫、平良l't子、 i'J"l:波古良—r-、杉山知寿子、玉寄智忠千▲

2. 成果の記録

第I窪、第]J1位、第 l1J章第 1 節 • 第 4 -G 節• 第8・9節、第JV汽敷見LU W 

第fll来第2節 金城 亀侶

第[ll窄第3節、 第7節 岸 本義彦

報告11 t=令体の編集は此兄山禎 • 島袋洋があたった。
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第Il章 八重山諸島の位置と環境

第 1節 八田山諸島の位四と環境

八1Ti:1l1Jn,1ルは、沖縄本島からJfi西へ約460km、'/:,;古島より約150km、多J:.tIIIJ島より約801011

に位骰し、 '1・・［古揺,:Jと共に先島祁／］を構成 してし9る。 イi」社島、竹／：「島、黒島、小浜島、 ）1!) 

1/IJ島、西表 島、新城島、波J!(tllll島、-'J・JJISl1<1島、仲 ノ1Jlll,9f[島の10島から1成り、与）!ISi i£1 IルのJllj

i/tJ; 上には台約が控えている。仲パ3111頒島を除き布人島である。

地形的には、石J-1(/;鼻｝、小浜島、西表島、与那「~I島では中央部に山地が発逹し、周辺には

石／火宕台地や平地、砂丘地が1公がると いう形状を屋し、他の島々は島全体が坑球石灰沿に

毅われ、一般に低平である。

八1ltLI I地域における考古学研究はnJJ治の煩より断）『Nりな』,',!ftがなされていたが、本格的

な批隣研究は戦後からである。 *1'に 、 1959年・'1L稲 Il l 火り：：八 1l1 11;~.11イtl ·llが米島し 、 八瓜1 1 1語

島各地の辿跡の発枷！調究を実施し、翌年、その1必呆を）＆に八瓜山の編年を発表している。

編年は第一期から第1柑期の 4 期編年で、第一期が無上器の具塚で ,~器を伴わず、石器、

具斧、スイ ジガイ ・イモガイ製利器が/ii土する時期、第：JUIは下田IJ;(式 k器に代表される

k器を伴 う時期、第二期 と第j/Lj期は八1KIII式」：悩と輸人l!fuJ磁器がi'l':11¥する時期である。第

_:Jり」と第四JUIの明確な区別は困難であるが、第三JUIが13~J51II: 紀tJ1、第j/Lj期が16~1 ?・lit紀

頃と考えられている。この編年は近年の調究事例から第測lと第二期が逆転しているが、

第三JUI・第四期については詳細な検討がなされておらず、}.%本的に現行の辿りである。

第 2節 八重山諸島のグスク時代

八恥I i祁島において 、 沖縄本島及ぴ周辺離島のグスク時代に相‘りする時期は八爪1 11 紅が,~

の第三期と第IILI期である。この時期は、 1i1i述したように八爪ill式土器、輸人陶磁器が/II I・. 

するほか、 a諷澤、鉄製品、 炭化米 ・よ等が/II土し、沖縄本島のグスク時代と l•iJ じ様.fl l を

示す。

辿跡の調1f.例もカンドウJJ;(辿跡、フルス ト）以辿跡、 ピロースク追跡、桃り邁l1・1:1辿跡、イi
城山辿跡、竿府束辿跡、平得仲本御狐辿跡、アラスク村跡、与msn;t辿跡、 1泌川崎追跡、新

里村追跡約が調-Cf.されている。 しかしながら、石手l'tみ等の施設を布する追跡の割究例はフ

ルスト1瓜逍跡、ピロ ースク追跡、新恨村辿跡と少なく、八可W1?.竹島にIii]時代に存在したと

恩われる石秘み竹;(1)施設をもつ辿跡の立地 ・構造 ・性格を明らかにする I::でも 、また沖縄

本1ル地区との比較研究の、1;知(からも課題が残る。

一方、八if{山地域では、沖純本島の 「グスク」に対応する栢として「スク」 ．「シュ ク」

がある。「グシク」という晶もあるが、これは一般にイi.f!'1みそのものを指す晶で、 西表島

- G -



では用敷の石皿lいや1幻厨令かを「グシク」と呼んでいる。「スク」 ・「シュク」の名を冠す

る追跡は八諏111地域に広く見られ、石虹島のピロースク、竹訂島のハナスク、黒島のフカ

スク 、小浜島のユゥンドゥレースク、 i皮rn~ IIIJ島のマシュク、ミシュク等各島にイr=在する。

また、伝承ははっきりしないが杵武上が住んでいたと伝えられ、「プシヌヤー」と呼ば

れる場所もある。今11.!lの分布PJ,¥Jftでは、前述の観点から可能なかぎり これらの辿跡の縄張

り1又1の作成を行い、;,雑礎脊料の収集に努めた。

表 1 八 山！者島先史時代の編年

編年

第一Jりj

第二JUJ

遺

1'i1 IIIJ第

跡 名

（西表）

第三期

下 IllJJ;( 

仲 1/IJ第＿

大即II付近：小具塚(jllj表）

遺 物

石器 (Ji廿製 ・ 半Ji•i製）

ヒ器（小址） ・石器、且器・骨角器

ill I瓜
平 1/Lj

フルロウ111

フルスト1点

波!!((IIIJ具Jゑ詳

（石J-1()

（西表）

（小浜）

（石垣）

土器（外耳多祉 ・ 磁器 • その他）

鉄製品・石器・ U器 ・骨角器

第JILJ期
？ 

大 ）J;( 

野底

川平•第一

川半第二

川平第三

名蔵川

黒島

(I樹・表）

（西表）

（石Jti)
({.jJ1() 

（石原）

（石J10

一
七悩（ハ土上五？磁器 • その他）・鉄製

一 線は各辿跡に共通するもの （滝11宏紺 r沖縄八瓜山』より）
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第I[[章 グスクの分布状況とその概要

第 1節 石 垣 島

1 . 位骰と炭檄

和汀島は、北糸{,¥:24)虹1分~37分、 東経124)虻4分ー20分の間に付骰し、八煎1l1fl竹'・、し中 2

番11に人さな島である。 ）月燭より南西へtl32kmの地、点にある。地形は、島の中火部に於戊

登岳（椋翡526m) ・東にホーラ応 ・ヌスクマーベー ・金武佑が1発え、これらをi)Jj(に北に

流川、吹通川、l出こ宮良川、轟川が流れ、河日付近では平地の発達が見られるが、概して

これら山々をJ党に，＇］の北半分と南半分は異なる地形を星している。すなわち、北半分はこ

れらの辿山が洵邦近くまで辿っているため、 名蔵ー:;wを除き半野の発達が乏しい。これに

対しH,j半分は山栃がJ公く、石灰府台地や沖栢平野が発達している。iii)祇砂丘地 も南半分の

ほうが良く発達している。辿跡はこれら石）火宕台地・沖fY1平野 ・i/u,浜砂IT.地に,,・.地 してい

る。

2. 主淡なグスク及び相当期辿跡 の概要

① フルス ト原迫跡 （第 4I又I)

辿跡は石J-1沼磯の東隣、 窮良防に1(ljした机'!,¥.:j約20111の流球石灰府台地 I・.に形成されてい

る。辿跡の北側から東側にかけては1りrmとなっており、西側から・1匈側にかけては級やかな

斜而となっている。辿跡の規校は南北約900111、東西約200111と広大な範訓におよぴ、昭和

51年に実施された閻究では、石晶区両 ・城l"J.古品等の辿構が確認されている。また、北

側のw下には以J象が形成されている。

石嬰凶1l1j はwの緑辺部で 5~、 rnから約zo m ほど奥まった所にJ O姑、 計] 5払確認されて

いる。形状はほぼ方形をなし、 ）此校は20111!ILi方である。/i'ill川を琉球右）仄むの野1(1i梢みでIJII

み、石梢み1111,1は 3~ 1 Ill、,1':jさは残イf:,1・ri1 ~J .Smをillllる。城1りは北東部で確認されてお

り、 1り醐が途切れ級傾斜とな っている箇所に :1[(の石梢みを巡らせている。辿物は土悩．

愉人陶磁腐げが出土している。本辿跡はオヤケアカ）ヽチの）叫il'i跡と伝えられ、昭和53年に

国指涎史跡となっている。

8
 



フルスト原遺跡の位図
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P L. l フルス ト原遺跡（上： 遠表、下：近景）
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第 4図 フルスト原遺跡の現況

I: I、20 0 

~ ＋ 

賽 1号石墨遺構

第2号 ”

第 3号 ”

聾と号 " 

聾5号 “

第 6号 ”

第 7号 “

聾 8号 “

第 9号 ”

第1吟 ”

第11号 ”

第12号“

第13号 “

第14号 “

第15号 “

現代の臼境界石垣

掩•瀑

現代の墓

当真，．． ，“櫨鵬量

大石膏｀羞

石墨遺構の残存郎と思われる石垣

“ 
比舷的類しい石積

“ 
“ 

牧湯のパラ膿囲い

溝穴

石墨遺構の残存郎と思われる遺綱

現代の畑境界石垣

誡 n
●皇の石璽 （摂石の路分が残存）

撞蘇壕鉢

" 
潟 穴

潟 穴

＂答坤点

111~12. 20 

（フルスト原遺跡基本構想 1990より）
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② ピロースク遺跡

辿跡は石垣中学校の北側約50mにある琉球石灰岩の小」I」::.（椋翡約18m)に形成されて

いる。 逍跡の北側は崖になっているが、南側は緩やかな斜而となっている。

本辿跡はll(lオ1156・57年に範IJJ:I確認訊/;J1tが実施され、 2枚の辿物鉱含培が確認され、第 1

陪が14~15111:紀、第 21約が12-13111:紀という年代を得ている。1虫｝叶跡、石垣、排水溝、炉

跡などの辿構が検I l l され、 中国肱陶磁悩 • 土器• 以製11111などが出土 している。閻:ftの結・呆、

石」社はl4IJI: 紀 以降に染かれていること、 1主屈跡の形態が12~'13ilt紀が円形状の平地イl.:J,!:・跡、

14 ~15111: 紀には）］形の住），り跡に移行することが確認さ れている。

本辿跡 /II土の白磁内肉碗はビロース クタ イプと分類され、編年上の指椋になっている。

また、土器も本辿跡特有の鍋形土器が出土している。

第 5図 ビロースク遠跡の位四
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PL. 3 ビロースク遺跡の遠景
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③吉野遺跡 （第 7図）

吉野部落の1tn韻/Lj約500Ill、嘉良柏の北隣に位Ii'・［し、洵岸に突出した椋翡 7-8nlの琉

球石灰宕からなる小,,-.」こから県迎をこえたな［［木林1J、」 にかけて辿跡は形成されている。今l!:!.I

は小丘部分の調1f.を行った。

辿跡のJJ↓況は三方がIiiになっており、 南側は県道によ って1祈ち切られている。内部は石

灰宕の露lifiが各所にみられるが、平JII.而が2段確認された。石fl'tみは疏球石灰府の野IMfl1(

みでれ灰料のi蒻＇［をうまく 利川 しながら石梢みを巡らせている。束側と北側のI怜の緑辺，・'111

で確認され、如Ill)は石灰府の鉗叫の I・.に秋んでおり、 1 段目の平Jll,j (1j か らみれば紺リ~·(「I休

が1條猥の役割を朱たしている。この部分の石梢みはJJJiれがひどく 根石部分しか確，認できな

いが、 Iせの縁辺剖汀 1m程のと ころから秘み）・.げているのが観察される。北側の石wみは

石灰岩の露頭の間を庄線に沿って巡らせている。残りが比較的良好で、残イ臼裔約80r.;rnを測

る。叫iHI) は露別（自 1本が1條樅となっている。 追物は輸人陶磁器 • 土猫• 以殻片が散布してい

る（第101-x.1:3・4・7・9-11)。

1---』”

第 6図吉野遣跡の位四
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゜

PL. 4 吉野遺跡（上：遠表、下：内部の状況）
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④ ウイ ス遺跡（仮称）（第 9図）

盛本鼎 ・即1t・I瑚丸両氏の発見に係る追跡で、宮良部落の北西、轟川の上流近くに位骰す

る。 一1作の地形は北側は琉球石灰府のi且とな っており、 1t,J・イWJは級やかな傾斜地 となってい

る。両氏の確認した辿跡はこの中で小Ji::」この地）I多をなす部分で、 現在牧場になっている。

丘の中央はI'りみ平JIJ.TI而がみられ、 .J'lt所と少↓られる小さな石囲いが平JII_面の1Hlf/りにある。斜

1(Jiには石灰岩塊が散乱しており、根石とみられるものがわずかに認められる。辿物は土

悩 ・H設片が少ーしられ、輸人陶磁器は白磁片が採集されている。

今LU頃 に追路を越えて西側の雑木林内の踏究を行ったところ、 li1線に沿って石枯みが残

存していることが確認された。石秘みは琉球石灰宕の野面梢みで、lltt,170-80cm、残1砂り
80cmをiJIIJり、i浪線に沿って東西方向に延びている。東の方で石梢みは 2つに分岐するよう

であるが、/111れて確認できなかった。 内部は石灰料のフラッ トな露頭があり 、石灰岩塊を

並べた石列が2箇所みられる（第 9図）。辿物は辿跡の西のm,地との挽界近くに散布 して

おり 、輸人陶磁悩 • 土悩片 • 以殻）『が採集できる（第101叉11・2・5・6・8)。辿跡地の周

辺は辿跡部分がな［［木林として残るほかは少Ill地の造）必によって地ードげされており、 IFI地形を

窺うことができない。玉沖氏のIJHき取り ではこの一幣はウイズと呼ばれているようである

が、今回はIJl'Jき取り樅J1f.をおこなえなかったため、辿跡名は仮称と した。

、•一，， 
, . ,.. 
,＇ l 
I'?• 

｀ヽ／ヘ・
），．＼ 

｀ 

第 8図 ウイス遺跡の位四
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PL. 5 ウイズ遺跡（上：遠景、下：内部の状況）
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表2-1 石垣島のグスク及び相当期遺跡一覧

辿跡名

I • {竹輝1J,Y,j逍跡

2. シタダル逍跡

所在地

- I 

石J1(,Ii字人川

ク

辿 物 紺年

土器・外米陶磁 第::::JUJ

外来陶磁 ，， 

仙 必

伝ガボネアジ~n

洵；Ii~ カヽ らも外米

陶（滋採集され

る。

3. ハラッンl1Y1J逍跡

4. クードー逍跡

ん
‘

ク

ん

七悩 ・外米陶磁 ．

1't銭

ク

ク

5. 崎枝崎逍跡 石J-iidi字崎枝

6. 伝）甜滋村跡逍跡 石J1(di'r:11it.滋

7. (ム）;{」込滞村跡逍跡 l， 

8. 川'I'-底地追跡 1印 1(di字川'/I.

9. 仲 lllli1~/岱 i ll 総地逍跡 l, 

10. Jll•I'-以塚 I ,, 

11. 川平火番i,fiJ迅跡

13. 1叫jJj↓↓J以

14. 仲筋第 て逍跡

15. 1叫jJj辿跡

16. (公仲筋村跡辿跡

ヶ

ク

ク

ク

I・. 器 ・ 外米11~ 1滋 ，' 

上悩 ・外米陶磁 第114JUJ

ク ク

k器 ・ 外米ll~JI滋 第-::JUI

r.ri恰 ・ タト ~~ I凶 （泌t ,,, 

七悩 ・外米附磁 ・I ,, 

虹 I
七器 ・ 外米陶磁 • 第11!-l期

染付

12. 1巾筋キシバラ辿物散 I 石J1t市 'j•:仲筋

布地

土悩 ・ 外米 l'~J磁 I第二JU)

上盛 ・外米l'kJ磁

t-.ri怜 1,

上岱 ・外米l'}J/必 第三JUJ

t-. 悩 • 石悩 '， 

近Ill:の村沿跡

ク

ll(i,fl ltl 7イ ,~5 JJ 15 

IIJiiJ指定

ク 近11しの村沿跡

17. ヤマパレー辿跡 祈J1(di'r:米原

18. ヤマバレー第二逍跡 ，' 

I 

19. 野底鮒逍跡

20. 野底石崎迅跡

21. 野底辿跡

石.htdi字野Ji~

ヶ

ク

謬・外米陶 /~l I第三JUJ I H・ 俗跡

土器 ・外来陶（滋 第三 • 四JUJ

士器 ・外来陶磁 第そJU]

土器 ・外米陶磁 ク

I: 器 ・神純）,n陶悩第IILJJUI H跡？

-24 -



表 2-2 石垣島のグスク及び相当期遺跡一覧

辿跡名 所在地 追 物 編 年 備 老

22. ナガタ原以塚 右煩市字イ）卜／瓜Ill) t器・外来陶磁 第=:JUJ
23. イJI· /j~(11\J逍跡 ❖ 土悩 ・外来lttr.J磁 第四JUJ 近軋：の村落跡 ？

24. i云ウッツヌ村跡逍跡 ,<i.tiid1字明石 土器 ・外来陶磁 第三)VJ

25. 水浜逍跡 石JI(市午久キ良 土器 第三JUJ

26. 伝久志其村跡迅跡 ,, 土料 ・外来l淘磁 第三 • 四期

21. -,•r野逍跡 石川市字,'{野 土器 ・外来陶磁 第二Jリl

28. 平久保m1ぶ泌辿跡 石J1[市こや11.久保 土器 ・外米陶磁 第二JUJ

29. (以じ城村跡迎跡 ,, 上悩 ・外米陶磁 第(/りJU]

30. _. 門『後方第一辿跡 石坦市r~平野 k器・外米陶磁 節'=:JUI

31. 平野後方第一逍跡 ，，， 土器・外米陶磁 -lo 伝平久保）11HJ11按

oi)館JJI:

32. 伊野田辿跡 石爪市'i-:イ）t野田 _I:: 器・外来陶磁 第=:JUJ

33. 伝仲'J銘村跡逍跡 ,, 土器・外来陶磁 第llll期 近他の村落跡

34. マンゲーLil辿跡nt {i.l'li市字｝雌f 土器 ・外米陶磁 第三JUI

35. 桃児1tUII追跡 石川市字人m 土悩 ・外米陶磁 ,, 

36. (公盛ill村跡辿跡 ィ1」l[Tli'祖'I1呆 _1:a~ ・外来1け灌i 第四JUI 近litの村沿跡

37. 1'11呆以J以 ,, 上悩 ・外来陶磁 第三期

38. (1保真謝 ）j: 戸周辺 ,, 土梱・外来陶磁 ，， 

辿跡

39. •:;i J⑭枕ー追跡 石虹rli'..f'.'i;¥良 土悩 ・外米陶磁 ． ，，， 

fl・ 製11u'1

40. 店」込第三逍跡 ，，， 土器・外米胸磁 ，，， 

'11.'1:i」U第1川辿跡 ，' :I・．悩 ・外米陶磁 第一:. 四JUI
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表2-3 石垣島のグスク及び相当期遺跡一覧

逍 跡名 1~j· 1E J他 辿 物 紺 年 備 考

42. ウイ ズ逍跡 1 i.h (rli::r~',,:,; H 上岱 ・外米陶磁 第三JUJ

'13. カンドウ／原逍跡 1 iJl(Tli字磯辺 土器・外来陶磁 ． 第＝． • 四JUI

鉄器

44. 崎l原御ぷ恥辿跡 ,1_iJ1(rb字 大浜 土器 ・外米陶磁 ． 第三 • 四期

鉄滓

45. フナスク!l塚 ,, 土器・外来陶磁 第三期

11-6. 7ルス ト）};(辿跡 ，，， ::1-. 僻 ・外来陶磁 ,le 1!)77年 3JJ 3 Id 

国指定

17. -' I外＇•［名辿跡 石J1(市字平得 .I: 悩 ・外米陶（滋 ,,. 

ti 8. 伝アラスク村跡辿跡 ,, 土悩 ・外米陶磁 ,., 村沿跡

49. ウイヌスズ辿跡 ,I, J :~ 怜・ タ•卜斗~ I'匂｛泌t ,, 村裕跡？

50. i公f111,1s:村跡辿跡nr. ,,. 土器・外米陶磁 ，，， 

5J. バイナーカー（井戸） ，，， 1沿枯 ・鉄滓 第: . ll_l.l期

逍跡

52. ll!J原u」以 石J-1[市字登野））戊 土器 ・外来陶磁 ． 第~JUJ

箕銭

53. 1刊成111逍跡 石J-1(市:.;-.:.{刊I( 七器 ・外米陶磁 ~ 猟化行l"J・多批に

}）伶/1¥

51. ニラスク逍跡 I,, 土}料・外米陶磁 ,, 

55. カーフ111辿跡 ，， 土器・外来陶磁 ‘‘ 

56. ピロースク辿跡 4社1:i:・Tb年：新川 土樅 ・外来陶（粉名 ・ ,, 

石器 ・・ri-器

57. カワバナ辿跡昨 ，，， 土悩 ・外来陶磁 ,, 
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I 僻W福岡遺紛

？ シッダル遺'"

3. ハタッン岡遺『fl.

4'クートー遺靭

5'崎枝崎遺恥

6 {ム元り桟村9鼻遺9鼻

7'伝鷹良部村跡遺跡

8 JI¥平底地遺跡

I 
9. 仲間真慶tlJ驀地遺杯

均
I 10. 川平貝塚

II. 川平火嘗岡遺'"

＇ 
N4.R 

16.1丑仲筋Hi界遺ぃ 31平ti/負万鴻二漬踪 46. フルス ト1.41,,Jll贔

17ヤマハレー遺9鼻 32 f1ttlll遭沿 4/平菖る」H鼻

18 ヤマパレー第:JAi~ 33.1云仲与鈷村籍遺II/. 48.1却アうスク村訪遺踪

19野1氏崎遁踪 34マンゲー山遺跡C1' 49ウイヌスス直跡

20野底石崎遺靱 35. 桃惧恩田遺蹄 50. •~(中K村IM猜11
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第 2節竹 宮島

I . イ11:ii",'.と環様

竹紅島はイjJI (島の1/Lj方、 6.5kmにあり、北新2/4°18'58"、束経124°6'rの位ii梵にある。

島の1fliH1はG.:~2knf 、 il1J料線の延長は9.J5kmである。1勺成 5年）文の島の人11は269人（男性

126人、女性」43人）で、111外ir数は1311Ill: 僻である。島でit丈も翡い場所は、小城盛の20.5lll

である。地質は先第三系古期料刹'i(チャ ー トを上として（沙公・礫岩から構成）と、それを

4溝玲におおう節l・/Lj 系の琉球ィ i i天府が爪な り、 その I ~に‘泣糾統の新期砂(i:{1少11°'1・JJlIll: サン

ゴ礁J!tH[物 ・ピーチロックなどがJIH!'cする。,{j」ll, 烏からの父辿手段は定期船や観光船に限

られ、所＇災 IIが1111も15分前後を！災する。ィi」・1(,1:ヽ，｝からM:も近い為、観光客が年11¥JlO)j人以 I・.

('I勺£'1年l虻）も 1f)jれていて八l(ill観光のメ ッカとな っている。この島の集浴の76.6ha

は1111指定I「(I災（ム統的仙辿物群保イ1=地lヌとなっている。その他国指定無形民俗文化1!1の種(-

収がIOII 1/IJ に及んで祭・•JT.が行われる。県指定史跡としては、 11LjJJ,lf御狐や蔵;C;跡がある。lllf

指'.,~の文化財は 51'1'-(小城It,怜・11,11'1'1311ぶ肛のキM木・ ミーナJl:Ji·1小筋ぬヌペマの水党 • 新.I It 

村辿跡）が指定されている。

この島で11とも 古い追跡は、 1991年と1992年に発掘されたカイジ浜具塚で、約1000年前の

逍跡である。

2. 土淡なグスク及び相当JUJ辿跡の概＇災
ハ／クムラ

①花城村跡遺跡（高城）

竹れ郵便），Jのある,,凍J-1{敷から 東側のiiがi 作に抜ける途中にある1~11狐 を 中心に展 IJiJする追

跡である。 追跡内には化城御狐、 iJ1.fl])'d~II狐、久 1111 1J;W11様の三つの御ぶ成がある 。 この二つ

の御狐は、化城村 （他金殿）、波利奸村 （塩川））は）、久1/IJJ以村 （久11¥J));(発）のH所である。

各地から渡来してさた集団のi"i'!とである他令殿、塩川殿、久IIIJJ以発の:=:.j"(1くを中心とする

集団で構成されていることが伝水から~m寮される。 また、この村を J1l初に村 1i~てしたのが、

扉 U.村から移動 してきた他金敗であり 、小'j-:.{じ城）J;(に翡城という立派な城を築き、城上に

収ま ったという ことが伝えられているようである。

本辿跡の中核となるのは化城御狐である。この御狐を中心に東西方向に延ぴる北側のii¥
梢いまで野1(1i秘みで石梢みされたl硲敷/tY:が松＇船;J5~]8mラインに展IJりしている（辿跡の規

校は如Jlj約500111、南北約100111をイ［している）。

本逍跡の各）磁，役のJJ~IJ胆l をみると l砂，t!(内を結ぶ辿川 1 11!のある西新昆村辿跡とは異なり、追

路網や各）1滉敷の配骰もある初如整備された感じを受ける。石梢みの中で特徴的な箇所とし
·~, ャンア？ （ゾ／

てrnドにあるJI・・泉跡 （打網洗井戸とみられる）に1ftiしたff:沿いの石梢みには胸収が{t'(i[,認さ

れていて）.'i]辺の状況からもこの),,;:リ~x -~i:: に1也金殿の節いた翡城の城が）1姉In]されている11]能

性もぢえられるところである。）1,: 敷1J、lからは け磁 .I: 器な どが採集できる。採集された逍

物から L~Ill:紀中以降に集落が発生したものとして考えられ、新星村跡がJ~11卜紀前半で村が

絶えていることからも,Hi辿した11碑伝1[.,を必付けるかもしれない。

2!) -



第 2節 竹 宮 島

l . 位骰と翡l檄
竹州島は石J1(島の11り方、 6.5kmにあり、北綽211°18'58"、束経l21l06'7"の位ii"lにある。

島の1(1i.fi'1は6.:l2knf、rtv:作線の延長は9.15kmである。 'I勺必 5年I父の島の人11は269人（男性

126人、女ヤu,13人）で、 Ill外i¥:数は 13~ Ill: 、常である 。 島で11とも 翡い場所は、小城盛の20 . 5 Ill 

である。地質は先節三系古JUJ沿類（チャートを7:として砂宕．礫料から構成） と、それを

4連役介におおう第I'll系の琉球イ'::iJ火府が収なり、その I・.しこりし新統の新期(i少l王砂1,;,1・JJ↓Ill: サン

ゴ礁Jll:H/物 ・ビーチロックなどが堆梢する。石J1(島からの交辿手段は定期船や観光船に限

られ、所＇災 時間 も15分前後を淡する。石JTT.島からl立も近い為、観光客が年111]10万人以 1-.

（平成 4年）虻）も訪れていて八巫山観光のメッカとなっている。この島の狼洛の76.Gha

は国指定重＇災伝統的建造物詳保イf地区となっている。その他国指定無形民俗文化財の種r
取が10n1111に及んで祭＇ ドが行われる。県指定史跡としては、 114妍 御様や蔵尤跡がある。lllf

指定の文化財は 5f'I:(小城盛 .I叫仲御狐の福木・ ミーナJI:,i ・ イ1j 1筋ぬヌベマの水処 • 新恨

村逍跡）が指定されている。

この島で/1~ も古い辿跡は、 1991年と1992年に発掘されたカイジ浜以塚で、約lOOO年前の

辿跡である。

2. ~ 翌どなグスク及び相当期辿跡の概災・
ハJクム9

①花城村跡遺跡（志城）

竹化郵便/.. jのある字東）せ敷から東側のjf1f,J じ·に抜ける途中にある御様を中心に）1~ !JUする追

跡である。追跡内には化城御様、彼利芥御様、久11¥JJJ謹11ぶ氏の三つの御様がある。この三つ

の御狐は、化城村 （他金殴）、波利杓村 (J't.i川殿）、久ll1JJJ;(村（久1/IJJJ;(発）の拝所である。

各地からiJ文米してきた集団のJ"f! とである他金殿、塩川殿、久1/IJJJ;(発の:::.i"f此を中心とする

集団で構成されていることが伝;fくから ~II:察される。 また、この村を批初に村11:てしたのが、

篇 I!.村から移動してさた他金殿であ り、小'f'.化城）J;( に翡城というヽt~派な城を榮き、城 F.に

収まったということが伝えられているようである。

本辿跡の中核となるのはイピ城fall狐である。この御狐を中心に束西）il11Jに延ぴる北側の/'i¥
沿い まで野1(1jfl'tみで石梢みされた）哨敷詳が枯訟jl5-J8111ラインに展l!f.Jしている（辿跡の規

校は束1Jり約500m、l村北約100111を布している）。

本辿跡の各）せ吸の）~~ IJ胆l をみると）立敷l村を帖ぶ辿川 I'りのあるV打）社IJ.村辿跡とは異なり、近

路網や各）哨敷の配ii','もある程炭整備された感じを受ける。石積みの中で特徴的な箇所とし

てi韮下にある・JI:泉跡（け訴紐非行とみられる）に,mしたjji沿いの石枯みには胸隈が{i'(li1認さ

れていて周辺の状況からもこの）哨敷一偕に他金設の築いた，閲城の城が展開されている 11J能

性も労えられるところである。i.:'rl敷内からは廿磁.I.:. 器などが採集できる。採集された逍

物から14Ill: 紀中以降に集沿が発牛したものとして与えられ、新見村跡が14111:紀前半で村が

絶えていることからも 1i1/述したllfil¥訟 水を必付けるかもしれない。

-2!) 
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第12図 花城御嶽 （ハナスク村跡）の概略
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第13図 花城村跡遺跡採集遺物 (1・4: 幸本御嶽、2・3・5~7:花城御嶽）
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PL. 8 花城村跡遺跡採集遺物
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②新里村遺跡

竹窮島の北束if1J:/怜近くにある集ダぶ辿跡で、椋翡は 2-5111をillllる。辿跡はハナクンガー

（化城井戸）を洸に東側を束新見村辿跡、西側を西新晶村逍跡と二つに分けて仮称してい

る。これは辿跡の性格や時期的な路が把佃されたことによるものである。本逍跡の発見は、

1984 (II麻1159)年 6JJ l IIに当時の竹1:1・公民館艮竹盛登氏によるものであった。視楊の確

認はliiJ年 6月'1I」に‘必施され、新発少しの追跡であることが判1リjした。本逍跡は竹り「島一周

追路建設T事に伴う緊，怠発枷情読が、第 1次～第 3次にわたって尖施されている。第 1次

発掘邸流は1986年 8))6 LJ~ll月2111までの期IIIJで行われ、第 2次発掘調1r:が1987年 8Jl 

17日-1988年 2月1911までの期間で、第 3次，ij/;j'.f'f.が1988年,on24 n -10月2snまでの期llil

でi)IIJ凪閻壺を実施している。

束新星村辿跡からは辿構として ,~.W{め石枯み、掘立て柱の建物跡（平面プランは束泄i

6.8111、lH北4.8111)が一棟検出されている。主なII¥」：辿物 として、新晶村拭；土器 (i'i'J・石製

石鍋松倣土悩）、 ピロ ースク；；しゴ灌枯、白磁 k縁碗、白磁端反碗、白磁17禿小碗 .i'I磁ピ

ロ ー スク碗、碩忠悩、褐釉陶器 （壺• 水注 ・鉢）などがIII Iこしていて、陶磁器や K悩の糾

み介わせなどから12Ill: 紀後半-13111:紀と把趾されている。これらの状況から本辿跡は八爪

山の上器糾年研究において欠くことのできない逍跡であることが判明した。

1/Lj新り！．村辿跡からは辿構としては）竹敷皿いの石積みとそれを切るようにつくられた通J廿

Jlljや柱穴／作及ぴ」サ）災などが検出されている（松敷は第 1IJ・ 屈敷から第17サ）；iリ）kまでが確

認され、その内の第 1サ～第 4・リ柑敷が発掘拙!1£の対象地区となっている）。各M敷から

の主な逍構は第 1り）立敷からは11:J心址3甚、翡介?U1~、第 2 1, 外社敷からfl:Ji,:・址3U:、翡

介?2 姑、第 3 サ）五敷から便所］基、第 4 サ飛敷からイ-1::J,r;•址2;J,l: が検出されている。主な

Ill土逍物として白磁、 11(磁、褐釉陶滞、白地鉄絵、頻忠器、土滞、鉄製品、 具製品などが

得られ、これらのIllこl-:r'111,から全国的に例のない14-LII:紀1iif半と 1りげられた時期に形成された集

洛であることが判明している。
, ., ト,:,

11碑伝If.'<によると沖縄本島から竹／；［島に氏r集1-11で初めて渡来した 酋 1~他金殿が北岬

の束）j磯の「I(イシャーグチ） 付近に朗l雅IL(村）を創姓し、そこに「i妙籍'.fi」を掘り
トハ,hi卜J .,.., シ，、J~』_,,.➔ 'I

'ヽ'tて、生活の拠点とした。その後に根}J;(神殿 (Ji;久島渡米）、新；ぷ花煎 （沖縄本島渡米）、
, •)ト ゥ・1 シ カ'" ク・（ヽヽ.,,ヽッ シtヵ')卜 I

:，怜 4噌i 瓦（久米島渡米）、久IIIJJ瓜発（沖縄本島渡来）、以川殿（徳之,i:;~i)伐米）の 5 名をl"rl{
とする集団が渡来し、 竹／汀島に六ヶ所の村を創建したとある。この六ヶ村により土地とi11i:

を分1記する論議が生じ、他金殿は島の東）jの広域な洵;:iの配分を受け、白分の領域を守る

ため新黒村を束i/,j:J;~に近い花城／以へ移転し、そこに化城の閥城という立派な城を築き、城

屯に収まったとある。この他金殿の名前が由来して竹邸島の名称となったとする古い伝If.'<

もある。

~ 15· 文il状

．令武,1:紀「沖縄における12・1:illl;紀の中国l雌 m」沖糀県,'!.I収物館紀炭 節15リ・沖縄恥'!.博物館 1989年

・((!.JI:秀．「竹1:1島の,,,,.火とl¥:h火」 fり川，lf/,1; 1990年

3 3 
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PL. 9 西新里村遺跡 （上 ：1号屋敷、下 ：2号屋敷、いずれも西側より）

-35-



-~ •. ・翌~-~屈：f覇’芯•．ヽ^、名l匁

-36 -



③ンブフル遥跡（グサンツル辿跡）

，局の中央にあるンプ7ルJi':(札'{ 1•,":j約20Ill) を中心に形成された辿跡である。」でのm此jは

屯地造Ii必や~JI=作で部破J災されているが、周辺には野1(1i秘みの石梢みが残っている 。 ・1992

年の 5J」に1111教 ii'委u会が民IIりのゲストハウスに伴 う発掘拙l1tを実施したところ、斤．の,t,j

側·Ni'fに J~Hな辿物鉱含Iり1 (: 枚具を ~d本とするl1•'i ) が確認されている 。 また、隣接する,;,;

本御様の111111)部分の試.J'J11!J1liからは、柱穴が2・3本検IIIされ、 内 1本の柱穴には根固め石

が確認、されている。このiW,J1tで111.1-.した辿物は・1'T'磁 ・染付． 十悩（中森式十沿枯） ・タイの

褐釉陶器などがIll士している。II',h',i', から本辿跡の11:.~;Jりは14111:紀終~S:- 1S・16111: 紀が芳え

られるところである。

本辿跡に関する11,{il¥訟;[.'(は、 沖縄本島から渡来してきた新志化1Tcという竹艮が飲料水に

適した1「水を大が発兄した為、そこに井戸を掘 り、掘り当てた。この）1: 戸が1111筋井戸であ

る。この井戸を掘り 当てた新志化）rlは、 引っ越してきて仲筋村を建て、「l分の見張り台を

杭きたいと衿え、 場所の選定にII1如'i','心していた。ある「I・;Ill下の創っている'I:がィ父中に小

屈から）l奴ぴ出 しfりで土やれを1!111り」．．げて翡い」tをィ友明けl:J'iまでつくり 1ヽ．げて、 Ii:の!Yi上で

「ンプフル、ンプフル」と ）くきなWで嗚いたとある。この代に新；ぶ化前は1:各,,りな城を征さ

名前を「ンプフル」と名付けたようである。この伝水はグスク；"r• ;t1りと l¼J係するものとして

名えられ、伐li.JOJIll! でグスクが将肪されたことを裏付けるのではないだろうか。

④カイ ジ村跡遠跡

島の南西側に県指定史跡の蔵元跡がある。この蔵元跡を含めた地域がカイジ村跡である

（楳高 5-10111)。辿跡の規模は南北約500m、東両約200111が範囲として考えられている。

特に蔵元跡の北側約100mの範囲にある標裔約10111前後の石灰宕丘陵緩斜面及び平坦面に

は野血釈みの屈敷跡が確認され、石梢みの保存も良い。

カイジ村跡は、 1991年9月にカイジ浜只塚の発掘調3'f.で発見された逍跡であり 無七器の

カイジ浜具塚と爪複する。カイジ浜且塚の発掘調査の結呆、下層に新石器時代無士器の包

含1•;•1 が堆積し、上},,、1 にはカイジ村跡のものとみられる土器を伴う位含),,、,; が確認されている。

」器は滑右製石鍋を模倣した新恨村式 I・.器とピロースク式 ヒ悩などの各型式が出＋．してい

る。カイジ村跡の発生時期はJ2tll: 紀頃が考えられ、東新里村跡と平行する時期が予想出来

る。さらに、このカイジ村跡は16・ 17廿I:紀頃まで存続しているようである。

このカイジ村に直接関係する口碑伝承はないが、 沖縄本島から渡来してきた久間原発を

首長とする集団の土地であることが六ヶ村 （波座11¥J村、仲筋村、小波本村、久間原村、化

城村、波里若村）の土地 .i・ 伽の分配から読みとれる。このカ イジ村には蔵元跡の北側に隣

接して鍛冶御狐があり、鍛冶神を祀ってある。カイジ浜貝塚からも羽口や鉄製品が出土し

ていたことからもこの鍛冶御拙と1紺係のある1-t料とみられる。竹宜島では旧府の11月711 

にフイゴ祭りが行われているが、鍛冶職の具栄屯磁ー氏の後を継ぐ人がいなくなり途切れ

てしま っているようである。
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第15図 竹富島のグスク及び相当期遺跡の分布

表 3 竹宮島のグスク及び相当期追跡一魏

辿 跡名 所 イI:J也 辿 物 編 イI"- 備 老’

J . 化城村跡辿跡 ' j•: 竹-,:r 上器・外米l制（滋悩 第可OJ 石梢み逍構

2. 新りし村逍跡 ，， -i: ?, 枯 ・ タト ~~ jl~~ 磁t ，， ，' 

器會鉄製品

3. 小城盛追跡 ，，， 
← K 器片 ・ タト叶H箭)'(~亥}枯 ,, 町指定出跡

4 . 股兄親城逍跡 ,,. ，，， ,,. 

5. ンプフル逍跡 ,, ，， ，，， 石梢み逍構

6. フージャヌクミ逍跡 (, ~ ，， ,, 

7. fJ屯，;具塚 ，1 ,, ，，， 

8. カイジ浜以塚 ，，， ,, 第ニ ・―:JUJ 
9. カイジ村跡辿跡 ,, 第竺JUJ? 石枡み逍構
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第 3節 黒 島

1. 1立岡と環Jj危

黒島は石川島の1tJ,, り約19kmの粋 ,~.に浮かぶ小島である。島の而f代は約13.7knf、周IHIは約

12.7kmであるが、それでも八煎111揺鳥ljl5番IIに人きい島である。 地形は島令休が琉球石

}:J~ 宕を抽盤 とし、11む』所でも12.6Illというはぼ1リ形に近い低半な島で、周 りの洵には リー

フが良く 発達している。

ll(i和初期には1,000人余もいたといわれる人11は年々減少し、 J弘在では200人余となって

いる。ただ、 地近のリゾー トプームと右J-1(島から30分と手頃なことから、ダイビングを中

心とした7/1j袢レジャーが盛んで、以nJiにはかなりの観光客が出人りしている。

島の廂棠は復帰前までサトウキビ作が中心であったが、その後草地改良・'.!.jf菜が辿み、 島

の約70%が牧場化 され、今日では裕廂菜が主廂業となっている。ちなみに、島の人11は約

200名であるが、'1>は 2,000叫いるといわれている。

この島の名称は力冒でフィシマと呼称されている 。 その l ll ~t:は説によると、 1堀,ti語島

からの移住者が自已にゆかりの地名を付けたといわれている。また、別の説ではサクシィ

マ (JJ』tJl}Jイ他の島の邸）からサフシイマに転化し、それからフィシマにl'fll(公化 して、それに

黒島の文字が当てられてクロシマと呼ばれるようになったといわれている。

黒島には大 Ii~年11¥Jまで保川・ 1JI・古・束筋 ・イ,,,本 ・・1:rn1・保）袋の 6つの梨落があった。保

炭村が);.1f年間に廃村になり、やj;'ll.村は復帰後、本：I矛．脊本に村ごと買い占められ、 JJ↓在は

洵．：中公園センタ ー八屯111研究所と観光術泊施設が建ら、廃村同様になっている。1J'"i',村は

明治初年頃まで糸満漁夫が定住する大きな集格であったが、台風IIかの似ii❖/Jぐりの災、'::で村を

離れる家族が多く 、視在では 3~4戸を残すのみとなっている。従って、黒島では1呆限 ・

束筋 ・イ,,,本の 3村が村の祭Iiiじ行事も行っている状態である。中でも東筋は人11が集中し、

郵1史）ぶりの公共施設もあって、黒島の中心的な村になっている。

2. 上淡なグスク及び相当期辿跡の概災

① ウブスク遺跡

黒島では北の方に位ii•'1'する追跡で、港に近い保黒集沿の南側約700 111 の地、1,'.(にある 。

俯は牧場地になっており 、変化に乏しい地形のため、辿跡の確認が困難である。辿跡は椋

翡 3~ 4 111の比較的低い琉球杓火料の独立11・.に1;:地 し、石灰府の端に沿って幅約 2Ill、砧j

さ約 3111の野血梢みの石坦をめぐらしている。,{_jJ:1 {の平,rnti視は桁円形をなし、規校は比li1l1

(,tji北）で約30111、賊Ml(東jlり）で約20111をiJltJり、それほど大きくはない。

逍構内からは八重111式土器やw磁、褐釉陶器などが採取できる。また、石J](の外側の内

陰は必以として利）Tlされており、パナリ焼の壺に骨が納められている。辿跡の性格は、島の

袋族のI雌n跡とも伝えられているが、隣接してザンドウ ・イヌムル ・フキスク内の!11)様な

逍跡がI所在していることから、八J「(II I地域射i力のイiJ莉辿構 をイ［する集落跡とどえられる。

-,10-
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第16図 ウブスク遺跡の概略
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PL. 12 ウブスク遺跡内部の状況
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②ザン ドウ遺跡

ウプスク辿跡の北側に隣接した琉球石灰府の独立小frに立地している。ウプスク逍跡と

Id]様に石｝火宕の端に沿って野l而梢みの石J:TTをめぐらしている。石Jt'"(の平1面観はほぼ円）［多を

なし、規校はウプスクのそれより小さく、径約20111をillilる。辿構内からはli干の八'J[{I I I式
土器や外米陶磁器などが採1収でき、時期的にはウプスク逍跡とほぼluJ時期のものであるこ

とがうかがえる。

③フカスク遺跡

黒島の 1llf部にある仲本集落の市側約800111 の所に位ii•','.する。一9間は牧Jj)J地になっており、

その中でも一段邸くなった椋高約 5ll1の独立小11・.に立地している。そこに翡さ2-3 111の

野l瓜梢みの石坦をめぐらしている。石頼の秘み方に特徴があり、外側は翡く、内側は店 I'・
低くなっている。1社1(の半面観はほぽ円形をなし、規模は外径約30m、JAJ径約22111である

逍構,1,1 からは僅かに八1T~111式土器や具殻などが採取できる。

PL. 13 フカスク遺跡近景

④ヴゥスク遺跡

フカスク辿跡のHi1U束約500mの位骰に所在する。フカスク辿跡との間は牧場の照」他．「．

Jr. により、 ,",'i:)Jj(にな っている。他の逍跡とは立地が異なり 、平地に石J:1(をめぐらしている。

石J-1( の - ,~1(ii観はフカスク逍跡と 1,;J様にほぼPl形をなし、規校は沿ド大きく 、イ':iJr (の内径は

約30mをi)lljる。また、石垣も比蚊的良く残っており、梢み方もしっかりしている。を1Nの
翡さは 2~ 3 Illである。追梢内からは八重111式土器や胃磁、 陶器などが採取できる。

⑤アラスク遺跡

東筋集落の 1❖JiltlJ約600m の位 iVi'.に所在する。ヴゥスク逍跡と l11J様に斗＇・地に石 J社をめぐら

している 。 ィ~iMみの残りは他の追跡に比べて艮好で、 ,'I',人り 11も確認できるほどである。

~:J -



イ1"J1i.の平1(1j観は隅丸方形をなし、規校は辺約30111で比牧的大きい。追物はわりと多く、

八,T(1I I; し」:器や陶磁器、具殻、石材な どが兄受けられる。

⑥仲本村跡遺跡

仲本iill俗及ぴその1H1Jlllの I界地・ヽ 常に広がる辿跡である。11,J部落JH1lll]の辿）成 J:!J(.の際に辿

物の /I·~布が確認 された。 追物は 1灌怜 ・ 陶磁悩·.~;である。 陶（滋悩は 11f磁から近Ill:(旅岱、沖純

i>(~ 陶滞笠が採集されている。
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第17図 アラスク遺跡の概略
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PL. 14 遺跡近景（上：アラスク遺跡、下：仲本村跡遺跡）
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第19屈 黒島のグスク及び相当期遺跡の分布

表 4 黒島のグスク及び相当期遺跡＿閃

逍跡名 所在地 逍 物 紺 イf"- 備 必』

l. r1JI!. 部洛北方辿跡11乍 •-1'·"-, .. I',,.1・J 1 ← u科 ・ タト~t l•i~T~~ ~ 枯 第三）VJ 4地点からなる

2, ナンザト辿跡 ，，， ,;, 々

:-1 . -tJ・キバル辿跡 ,, ,, ,, 

4. フズマ リ（タカム ，， ❖ ，，， IIIT指定史跡

イ）逍跡

5. ヴゥスク辿跡 1, ~ 第三 • 四JUJ 石積み辿構

6. フカスク辿跡 ，，， ,, ，， ，， 

7. クスリチ逍跡 ，， ~ ,, ,, 

8. アラスク辿跡 ,, ,, 船三JUJ ，， 

9. 仲本村跡辿跡 -1- ，1 ❖ 

10. ウプスク辿跡 ,, ，' ，' イjfl'1み迅構

一、18-



第 4節 小 浜 島 ・嘉 弥 真島

1 . 位骰と炭椛

小浜島は石j社島の1HJILil2km、西表島の束方に位1i'1'.する。島のほぽ中央北脊りには椋，［：；

99 .ii Illの大防が抑え、周辺は緩やかな段lそ状の地形を危する。島の北側は石灰宕のI祈廂が

洵＇：／怜ま で迫るが、東のトゥマール浜、南のウータ浜及ぴ細111かf-·•:iYでは洵祇砂 Ii地が発逹し

ている。ウータ浜には魚」fi.が良好な状態で残っている。集落は人団の南に小浜、細崎の先

端に細崎の 2集洛がある。追跡はl「l集浴跡が大届と視集落のほぼ中1/IJに立地するほかは悔

J ;!: 近くに形成されている。

2. 主要なグスク及ぴ相当期辿跡の概要

①ユウン ドゥレースク遺跡 （第20図）

島の北西洵岸に接して、椋翡 8~9111の琉球石灰店の府盤が露IIIする低地に,'[.地する。

逍跡のプランはl(Qmxt1.0mの方形を閑し、内部は二つの邪から）成る。/JilのIIIJは通）廿11に

よって帖ばれている。 イ・;H1みは琉球石灰むの野1(11秋みであり、逍跡内の北側は琉球石灰岩

の宕盤が鈴II',しているため、岩盤の11¥Jを結ぶか、或いは宕利いを利用してその日こfi'Iみ上げ

るという方法をと っている。この部分の石梢みの翡さは80cm内外と低い。

市側には約~I籾の露/ 1 1 がなく 、 70 111 にわたって石梢みが巡り、 '!/IIを梢滅している。 この部

分の1t,JlLL/側では石梢みの翡さは 2mを越える。他の部分でも 平均1.8mを測る。）N東側の

石梢みが屈,u,する辺りに入目が設けられている。逍物は逍跡内部では採集できなかったが、

昭和54年に尖施された分布枇l壺では、バナリ焼、且殻）ヤが確i認されている。

本辿跡一帯は島の型地とされており、小浜村の祖先が/1i初に1lんだ場所とも 1tわれる。

「ユゥンドゥレー」の名称については、 1」Hき取り調究によれば、航悔の際の休息所の意で

はないかと育われている。
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P L. 16 ユウン ドゥレースク内部の状況

~9 -



図~·:

疇 ri~1·1み
＼
 

I

I
 

1
1

ー

ー

ー

ー

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

ヽ
＼
 

ヽ
l
 

出

゜
10 rn 

第20図 ユウン ドゥレースク遺跡の概略
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②ウティスク山遺跡 （第21図）

大Iiiの北束約300111、ユゥン ドゥレースク辿跡の東lN約500mに位骰する枯:!翡約33111の小

Ii・. I・. に辿跡は形成されている。

辿跡の束側から 1村11りにかけては1H状の地形を '11し、 1Ht1り11111m下には沢があるが、 トラ

バーチンの採掘で崖がえぐられている。 Ii:.のJ直綿は.,,:Jリになっており、 'I"JI l. 部を収り 谷＜

ようにイiH1みが巡っている。石梢みは」流球石灰府の野1MMみである。 辿跡内のプランは2
つの祁からなる・iili;'JI¥式であるが、令体的に石t!'Iみの）1))れがひどい。特にlH1111Jの,{_j秘みの）hl 
れはひどく 、根石部分がかろうじて確認できる。

辿物は 1沿枯 • 以殻片が見られる。土器は外且土．悩 （第221:又I3)が採集されている。現在

辿跡地の周辺はリゾー ト施設内に取 り込まれており 、蚊観の変貌が杓しい。

.~ •圃l

震，ILJJI!庄~ー

P L. 18 ウティスク山遺跡 （上 ：遠景、下 ：内部の状況）
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第21固 ウティスク山遺跡の概略
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③小浜島フルロウ山遺跡

多和1叩咽；i氏発見の追跡で、「小浜島の束梅／＃西平田原の奥にある岡で、『Ii]の上が住屈・

跡で珊瑚礁／且下から外耳土器、胄磁片が得られる。」とあるが、 一幣は竹・雑木等が紫茂

し、今回の訓究では確認できなかった。

④小浜旧部落遺跡

視小浜集落の北西に立地する。現況は吹Ill地悌である。現集硲の古島があ ったと伝えられ

る所で、 1叫 l御狐 • 佐久伊御狐 ・嘉保根御様などがある。このうち、嘉保根御狐後方の畑

地より、中国産廿磁 ・染付・沖縄産JI糾器が採集されている（第22図 1・4-15)。

⑤宛弥口遺跡
.. ; 

小洪，局の北約 2kmのilu,上にある低平な島である。 現在は無人の島である 。 南洵岸の•以季

にのみ使用される洵＇：水浴施設がある砂浜ー;;wから島の中央部にかけて、辿物の散布がみら

れる。辿物は沖縄脱陶器 ・褐釉陶悩（第22図16)がある。また、，島の束側には小」了：があ り、

そのlでの］靡IIを取り 巻く 石梢みを確詔した。石梢みは琉球石灰むの野lfli禾l'iみである。内部

はアダンが繁茂し確認できなかった。石梢み内より土器片が採集される（第221叉117)。こ

の辿構の性格は不明であるが、立」~凱文ぴ辿構の規倣からみて辿兄台的な施股ではないかと

思われる。

P L.19 小浜旧部落遺跡近景
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第23図 小浜島 ・右弥真島のグスク及び相当期遺跡の分布

表 5 小浜烏・ 席弥真島のグスク及び相当期遺跡一箕

辿跡名 19i・ イI:J仙 辿 物 紺 年 備 お
． 

I. ユ ゥン ドゥレースク 才：小祇 」灌枯（バナ リ焼） 第IJLIJUJ 
辿跡

2, ウティスク 111辿跡 ,, j: 閲杵 ・ タト~t i•紺磁t閤伶 第三Jり
3. 小浜In部沿逍跡 ；, 」 •． 器 ・ 外米 陶磁 第匹IJUJ 近II卜の集裕跡

岱丼 ・江i:111:降紺（滋俗怜

4. ニシンダ原辿跡 ，' 」：：悩・ (Iぐートリ焼） 第匹IJUJ
5. 小浜島フルロウiii “ _l~r, 怜 ・ タト叶~ l'~JI泌1.ri枯 第三期

逍跡

6' /糾船"逍跡 ~;-:1)ヽiJ~ 尻{r•){ji↓'U,1 u怜・タト来陶磁 第=:. 四JUJ
悩 ・近Ill:陶磁樅
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第 5節鳩間 島

］．位ii梵と環様

旭11¥j島は西表島'j-:」;JJ;(の北方約 5kmに位ji",'.する。島の中央部には村船j33.81llの中森と こ

れに辿なる 2 つの l和：が如Iりに走り、 周辺は低平な地形を ' ,~する。 島の1Hrf~料には汁，j：浜9沙任

地が発達しているが、 北i/1j:/店は琉球石灰府のn::となっている。 集裕は南jf1j:作の洵浜砂l了：地

に形成されている。
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第24図 鳩間島のグスク及び相当期遺跡の分布

表 6 鳩間島のグスク及び相当期遺跡一覧

辿跡名 所在地 逍 物 紺 1f 備 考

, . AfJ 1111 r:i中森以塚 字N}IIIJ 上器 ・外来陶磁器 第二Jリl
2. ナーマヤーヤシキ ，，， 上器 ・外米陶磁器 第三）Ul 

（ナーマhtリ）k跡）

3. プシンヤー（武 I:'.ぷ） ，，， I・. 器 船←峨)]? 
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2. 主要なグスク及び相当期辿跡の概要

①鳩問島中森貝塚

島の中央に位骰する中森からその科ij1Mに所在する友利御様にかけて広がる追跡で、逍

物仏含悩も確認できる。 追物には上器 ・ 中 1~i11)(f陶磁器t:~が確認されている（卵25図7~

l 5)。本以塚は、 iiゃ，；1災術、 C.w. ミーヤン両氏によって発掘肌崎が行われている。ま

た、 中森の灯台近くの斜而には古硲も確認され、 JJ[!.!前磁器瓶が採集されている（第251:XI

17)。

②ナーマヤーヤシキ （ナーマ橙敷跡）

中森以塚の西隣の丘の上に形成された辿跡である。名称の由来 ・伝承については不明

であるが、特、武士が住んでいたとも行われている。追跡の内部では斜而を収り囲むよ

うに石梢みが巡っているのが確認された。 また、平楊も数箇所みられる。石梢みは琉球

石灰府による野面積みである。土器 ・,'r磁 ・白磁 ・褐釉陶器等が採集される（第25図 1

~ 6)。

③ブシンヤー（武士家）

島の北洵心、 .>tJJ;(浜近くの汁1j料 に突Illした琉球石灰宕上に形成 された辿跡である。か

つてはL-i:)i形プランの石梢みが巡り 、狭11¥J様の小窓を布していたと百われるが、戦後泄

の伐橋建股の際に石材として述ぴださ れ、現在はかろうじてプランの跡が確認できるの

みである。表而にはわずかに土器），1＇が散布しており、外耳土器が採集されている（第25

図16)。伝承等については、昔、武士が住んでいたいう以外は不詳である。

PL. 22 鳩間島中森貝塚近景
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P L.24 ナーマヤーヤシキ（上：遠景、 中・下：内部の状況）
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PL. 25 ブシンヤー （上：遠棗、下 ：遺物の散布状況）
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第 6節 西 表 島

1. 位骰と環境

西表島は北緯24/:!t50分、東経123疫40分-55分に位俯する。八重山祁島の中でも故大の

島で、全体的に山がちな地形である。 島のほぼ中央にテ ドウIIIと披照IIIJ森、束に古兄岳、

西に祖納l7r、J,y,jに御座/7_澤が辿なり、これらの山々の間を浦内川、仲Ill)川などの河川が走

り、深い峡谷を形成している。平地は涌岸線に近接する微？品地や河口近くに低湿地が広が

るほかは、その発巡は乏しい。段丘は悔岸段任が東部では大邸、大原、j製J瓜、 一幣に、 西

部では上）J;{から中野に至る一幣に見られる。辿跡の多くは、これらの半地や段J了：上に形成

されている。

2. 主要なグスク及び相当期追跡の概要

①船浦遺跡

船im港から南へ500m程行った所、 マングロープが1作生する低湿地にある椋甜約IOmの

琉球石灰宕からなる独立小丘上に形成された辿跡である。丘の周囲はmになっており 、T且

部は石灰岩の露頭が各所にみられるが、ほぼ平坦で、 平担而が2段程見られる。このうち

l段目北西のrn際に石梢みが店千残っている。 本来は石灰岩による野而梢みとみられるが

石梢みの/J)lれがひと＇く、 根石部分が残るのみである。辿物は1柊而に多く散布してお り、頂

邪ではほとんど見られない。採集辿物は第27図1・2が竹磁、 3-5が白磁、 6・7が褐

釉 陶 悩 10が多rt恵器である。土甘袷は外耳土悩が 2、1ば採集されている (8・9)。ほかに

シャコガイ製只錘がある (11)。

巴

馳
盲 一~ 

PL. 27 船浦遺跡遠祭
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PL. 28 船浦遺跡採狐遺物
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②高那城跡

謀那椋の南束約300mに位ii忙する洵岸に面した椋高約30mの小丘上に形成された辿跡で

ある。丘の固囲は、怠峻な／且であるが、 頂部から南側にかけては比較的なだらかで、3段の

平JII.lfliが見られる。平坦而 2段目からm部にかけての斜而には砂岩を使用した石段があり、

その両側から石灰沿の石梢みがのびている。石梢みは/biれがひどく、 イ柑かに根石部分が

残っているのみである。辿物は七器およぴ以類が斜而に散布 している。土器は、外耳土器

が採集されている。辿跡の性格は残存する辿梢の状況からする と辿兄台(Iりなものが考えら

れる。この追跡の洒約 lkmには翡那村跡辿跡がある。同村跡はl8・llt紀に村建ての記録があ

る。辿跡内には屈敷I川いの石秘みが残っており、 中国逝陶磁器 ・沖縄逝陶悩が散布してい

る（第29図）。

-70-



③古見赤石崎遺跡

古兄部落の東、 rlif.悴より突出した柑塙約nmの小丘及ぴその周辺に形成された遺跡であ

る。丘の頂部は平坦であるが、現在畑地になっており、石枝み等の施設の有無は確認でき

ない。中国産w磁 ・白磁 ・染付、本土産染付、土器 ・沖縄産陶器が辿跡地の斜而、池I詮ま

で広範訓に散布 している 。 また、 古見のスラ所がrnかれた地でもあり 、 it~中には石列逍構

が残っている。本辿跡の北束には県指定史跡平il!i以塚がある。 jtlj以塚は、 1958年に昂稲田

大坪によ って発掘調1tが実施されており、 オ：：器 ・中国産陶磁器約が出土じている。

④浦内フチュクル遺跡

字中野から字浦内を通る県追215号は、 途中で住吉の星砂の浜へ抜ける道路と浦内集格

の手前で交差する。この交差する道路を西へ100m程度進むと左側の小，¥:':iい丘陵が道路に

迫ってくる。この丘に入る小道を50~80m程度登って行った場所が辿跡で、椋邸は30m J~rj 

後である。逍跡の北側には県逍215号を挟んで牧叩地が広がっていて、牛奈利崎方而を招

むことができる。

本辿跡は1988年に県の文化財保渡指祁且の石J莉金品氏によって発見された逍跡である。

逍跡は発兄された時点で既に造物位含,~,,,の大半が失われ、その土砂は向いの牧雄地に敷き

ならされてしま っ たようである。 現在、辿物は僅かに残っ たI~含陪からw磁片や土器片な

どの小破片が採集できるが、その範囲は小規模である。

石厨氏が過去に採集した介料の中には13枇紀末~14低紀中に位置付けられる白磁ビロー

スクタイプの碗 (it~) が含まれていることが、金武正紀氏によ って確認されているようで

ある。本逍跡に関する口碑伝承もない状況から古い時期の追跡と考えられる。

註 金)I.~正紀「沖縄における12・13111:紀の中国陶磁器」沖縄県立t•li物館紀災 節15号 1989年

⑤上村遺跡

祖納部落の西の海ヒに突出した油抜•ll均30111 の祖納半島のほぽ全域に形成された集落跡

である。現況は畑地.)瓜野となっているが、逍跡内には屋敷跡が残っており、テープルサ

ンゴを使用 した石積みが確認できる。これらの）至敷群のうち、 U碑伝承に登楊する大竹祖

納棠儀佐）至敷跡、 1災来I必1Jl城用緒屈敷跡が竹官IIIT指定史跡になっている。

辿物は広い範囲にわたって散布しており 、中国蔽陶磁器・沖縄産陶器・貝殻・鉄海など

が見られる。1988年より 3次にわたって発掘調査が実施されており、サンゴ集梢辿構 ・炉

跡等の遺構が検出されている 。 追物は中国産陶磁器 • 本土産陶磁器 ・沖縄産陶器等のほか

に、羽ロ ・鉄滓など鉄器生産に関辿する逍物も111土している。

⑥成屋遺跡

内離島の束海枠の後秤砂丘地に形成された集落跡である。現況は牧場になっており、屈

敷囲いのフクギがわずかに残っている。1980年に1'f山学院大学によ って発掘f闘企が行われ、
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15-16-til: 紀の集落跡と位置付けられている。内離島の南西、西表品側の元成屋の踏登を行

い、海J—怜に而した洞大内より土器片 ・ 只殻が採集されている。洞穴内は拝所となっており、

きれいに整地されている。洞穴内中火を試掘 したが、遣物包含陪は確認されなかった。土

器）「は洞穴1J、！左手奥の盛り砂の中より採集され、幣地の際に包含府は削平されたようであ

る。i!IT]穴の西の丘陵斜而の林中に板石経が数晶確認された。

PL. 30 上 ：古見赤石崎遺跡遠景、 下 ：浦内フチュクル遺跡近景
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表 7 西表島のグスク及び相当期遠跡一翌

辿跡名 Jリtイf 地 辿 物 糾 しィ，9 i1lll 名・

I. 1HJ』し）しH塚 字1'りN.(東部） イi陥・1:悩 t() . . JUJ 複介逍跡

2. 1 tiJ!f1Uし中Hが設t~が ，， I: 閤~ ・i!I:lll;lf!H滋閑i 第pqJYJ

3. ナカツイ辿跡 ,, -L: 閤杵 ・ タト斗~I伶J 倣t 閑片 第可UI

4 . JIり火人}J;(U塚 ,., 
、＇ ❖ 

5. ヤッ ➔)·島辿跡 ,, ，， ,, 

G. 古見Ill村跡辿跡 ，， I・・悩． 辿 111:li~/磁悩 第 il~JUJ

7. 11i見↓,}Ji,(ilb/.r設H亦 ，， I: 岱 ・ 外米l'~JI必r,;;. 第 :Jり）

8. ・1外Iりw以 ，1 ~ ，' 

9• lj・JJI¥良逍跡 ,, ，，， ,, 

10. 1J1,(1i逍跡 11 .I・．悩 節叫UJ

11. 1°.':jJJII城y~: ,, l ·Jt ・タト~~,,紅)(~~~ぶ 第サリl

12. ,•::;JJI\村肘亦ii'.i粉； ，， 」••悩 ・ 近 111:1淘 l磁悩 第,,りJUJ

13. ョッンi111J訊逍跡 ，，， 上器 第二JUJ

14. 船i,li逍跡 字11りfr_(111.j名II) I~ 器・外米l淘(iiir.:f ，' 

15. J R ヒ ·J- ィ ；~Iii冶 i且：w,~; ,, l:P, 科 ・ タト ~~,:~~(ii~岱杵 ‘’ 
16.」_:)J;(.j・:{,t,flj迅i跡； ，，， じ閤怜 ・タト*jlfuJ (~ 伶 第II!:IJUJ

器 ・近111:1淘磁悩

17. J-.J,;(名Iii谷I'、Jii'.ifが ,, I: r.:~ . 近111:1淘（滋悩 ~ 

18. 中野逍跡 ,, ，， ,, 

19. ij1~lf'1l4j1/,f沿tuか ,, 
，' ‘’ 

20. idilJ、）フチュク ）レ逍跡 ，，， 怜人Ill~I滋悩 第三JUJ

21. i11l内辿跡 ，， 1-,(,~ ・ タト*li~J(~1r,~ ,, 

22. ウナリ約辿跡 ,, t. 器 節JILIJUJ

23. 多j泊良逍跡 ，，， 十．器・近lltl淘磁悩 ‘ 
24. J心闊靡')、Jill跡 ,, ,, ,,. 

25. 1-. 村逍跡 ‘’ 上器 ・外来陶磁悩 節可UJ

26, 成M泌i跡 ,., 1J、J 翡1r. ,1;~ -J: ~ 怜 ・ タi-~~ 11訓II必~ ~;;: ~ 

27. 船浮逍跡 字Vl.iK(11Li,¥II) 上悩 ・ 近冊ll~J磁悩 第IILIJUJ

28. 崎111逍跡 ,, ,, ,., 

29. 糾JJ収追跡 ，，， ,, ，，， 

30. 疵川逍跡 ，， ,, {, 

31. 浦,,、JM沿,,、J辿跡 ，' ,, 第llll)UJ

32. マヤマ/J;(辿跡 It 上悩・外来Ji~J (滋器 第：：：：JUJ 
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表7 西表島のグスク及び相当期造跡一跨

逍跡名 所 在 地 辿 物 糾 年 備 考

] . Jt//1¥し↓↓具塚 字11り表 （東部） 石悩 .1.:r. 枯 第 ..-:)リl 似合辿跡

2. d-i風兄村跡辿跡 I,, -1・. 樅 ・近lltl'飢磁悩 第l'CIJUJ

3 . ・J-カツ イ辿跡 ，，， K 閑片 ・ タト斗~l!frJI松伶閑片 第二JUJ

4 . 11り火）,.:)Jj(且J以 ，，， ,, ,, 

5. ヤッサ島辿跡 ，，， ,, ,, 

G. I―り見IIIH跡辿跡 ,, ,-. 閑村 ・i丘Ul:i胤l餃[閑科 第!Ill」UJ

7. 古兄赤石崎逍跡 ，，， 上器・外米陶磁器 第一：JUJ 

8. 叶勺IりU塚 ,, ,, ，，， 

9. 'J・JJII」込辿跡 ，，， ，， ，，， 

10. 山,{jj辿跡 ,,. 土枇 第1ル1期

I I. j•,)j /JIIJJ戊u亦 ,, l·.r.~ ・ タト斗~,r~J/~玄｝科 第二．．）り

12. ,•;:jJJII! 寸蹄；j且＇跡； ❖ 上器 ・近枇陶｛磁悩 第PLIJUJ

l3. ョッン洞窮辿跡 ，，， 」~ ~~ 第二Jり

14. 船i1ll辿跡 , r: 西N.(西部） L: 盛・外来陶｛滋悩 ，， 

15. IHヒナイj'(;II沿逍跡 ,, 」； 閑； ・ タト~~I伶~{ij~r.ff ,, 

J6, l: JJ;( •·j-: 奈禾IJ辿跡 l1 !・. 悩 ・外米 陶磁 第llllJUJ

器 ・近Ill:陶（滋悩

l7. 上/J孔部落JJ、J辿跡 ,, 」•• 岱 ・ 近 lltli}J磁器 ，， 

18. 中野辿跡 ，' 
,, ，' 

19. 中野匹111か辿跡 ，， It ,, 

20, i11l1J、]7チュクル辿跡 ，' 輸人陶(1;滋器 第三）UJ 

2・1. iillJl、)辿跡 ，， 」→ヽ俗怜 ・ タト斗!:. I'印 ,~i 閤怜 ,, 

22. ウナリ崎逍跡 ，， 上悩 節l'LIJり

23. 多茄良辿跡 ,, I・ ・岱h¥.j丘111:llfri!/滋閤杓 ,, 

24. 址,,:,~Iii竹内辿跡 ,,. ,, ~ 

25. 上村辿跡 ，，， . I~ 閑甘 ・ タト叶~ l1fuJ/~尻閑片 第二期

2G. 成1ぅt辿跡 ,, JJ、JIIJ!IJ:; ,-. 閑§ ・タi,~~ ,,~,社玄閲§ ,, 

27. 船浮辿跡 字11りk(西部） 上器 ・ 近 l仕 Ji~J磁器 第l'LIJUJ

28. 111/.fill逍跡 ，，， ，' ❖ 

29. 網取．`辿跡 ‘’ ❖ ，， 

:{O. !lH川辿跡 ,,. ,, ,, 

31. illl内部沿JJ、J逍跡 {, ，， 第1川JUJ

32. マヤマI瓜辿跡 ‘’ -,-. 閑片 ・ タト)l~ I紛1 (1;丑閑怜 第=:JUJ
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PL. 31 西表島・新城島採集遺物
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第7節 新 城 島

l . f立附と屎境

新城島は,{j」'I(/:,~ の悴J I世約23kmの邪,~.、西表島と黒島の1/IJ に浮かんでいる 。 新城は地元で

はバナリと呼称されているが、それは 1こ地島と下地島の二つの離れ島からなりたってるこ

とから呼ばれていると伝えられている。北に位!i"1:するのが」こ地島で、 1Mが I'」叫·.~である。

1-. 地）ルはわりと細:!{<、 11女，,,':j所でも約 13AIllと低平・な島で、 1(fjオ代は約 I.8knf、)，1111川は約

6.22kmである。1、地）ルはほぼl'l形の低ヽVな島で、 1(fifl'1は約1. 6knf、),';JI川は約4.83kmといず

れも小さな島である。両島の11¥JltMは120Illほどで、 T・iNJ時には リーフ伝いに歩いて渡れる

距離である。

島はいたる所に琉球石灰府が爺出し、 1此耕地としては適していない。 しかし、 島の人々

は石）火府が少なく耕地に適したイ侑かな場所を選ぴ、サッマイモや栄 ・及 ・稗などの雑投煩

を栽培して生泊をしてきた。硲溜時代には炉J!王 ）{.fから課せられた人頭税のために、女性

は布を織り、男性はザン（ジュゴン）を樵り、米にいたっては島で生敵することができず

辿く 離れた西表島に渡って耕：作をしなければならないという喰舌に尽くしがたい生祈1杯が

強いられた}/柑史がある。また、 島のltf史は水とのたたかいでもあった。降起珊瑚イj),J-i府か

らなる島は保水）Jが弱 <、)1:J iを枷1ってもだめで、もっばら1:1:i水にたよっていた。今でも

),1i敷 跡や畑地に人さなシャコガイが多く 兄受けられるのは、 雨水をifYIめるものに利川 され

ていたものの名残である。そのため、十ばつの時には辿<・,虹表島から水を巡んでいた。

視在は111,j島とも水は西表I;'!;からi11i:Jii.送水され、往時の不便さは解梢 されている。ただ、

かっては450名余の人々が生祈を'i玲んでいたが、今では上地島に1倍か 4人、下地）］にい

たっては令11JIり表島に移住し、牧場として再開発された視{:1:では竹理人だけがfl.:んでいる。

八J「(111は島の祭祀行事を大事に受け継いでいる地城であり 、新城島でもその例にもれず、

」他島でのJ立人の名蒻じ1i・事である「アカムタ祭り （児：：年祭）」の期!fl]中は島外にIllていた

人たらも島に）足り 、かっての祈況を ＇仕している。

今'"'の瀾1f.では 11程の都合で下地島のiU,',11f.はでさなかった。

2. 主災なグスク及び相当期辿跡の概i災

①ニシヌブシヌヤー

島の北1/Ljif1J料に突き 出た琉球石灰府の I・.に立地する。約30ml/!.I方に 2-3 111の研さで野

而梢みの石瓦をめぐらしているが、平面観は地形に合わせてやや不定形になっている。辿

樅内の地表 1l1iは枯れ策などによ って樅われており、 ,~,',J1f.が困難であったために、任意に 2

カ所 (50X50cm)を試枷1した。その結呆、いずれも地表下10~15cmで晶盤の石灰的に追し

脱ヒはそれほど）J,f. くない。出土追物には七｝枯、11f磁、褐釉陶器、以殻、 ！吠1・1などがあり、

試枷I範IJIIのわりには凪が多い。

辿構の性格は'j!lj然としないが、規校がわりに小さいことから「物兄台」のようなもので
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あったことが考えられる。また、辿跡名のニシヌプシヌヤーとは「北の武士fifjJの邸味で

あり、武士の館があったとも伝えられている。

②ポンヤマー遺跡

ニシヌプシヌ ヤー辿跡の南方約200111の地点にあり、 JTTj様に琉球石灰むのI―u」-_に野1MH!

みの石梢み辿構が認められる。束側の石梢みはかなりJillされているが、地フじの方の話しに

よると、ヤシガニを採るために壊されたとのことである。辿構の規校は前者に比ぺて大き

いが、それでもグスク （城） 的な機能は考えられず、「物兄台」であった公多なが大きい。

当該辿跡はニシヌプシヌヤーに対してパイヌプシヌヤー (1村の武：卜の館）と呼ばれてい

る。 1H東側には広い範囲にわったて土器や具殻などが散見でき 、集落跡であったことがう

かがえる。また、石梢み磁も数碁認められ、現集落の元島であることが考えられる。

③ イールウガン

島のほぼ中火のJ1Lj1!11Jにある港のlt.i側に位骰する琉球石}j{';/;・上に立地している。 i'itinいに

野而積みの石J-1(を巡らしている。1此先端部は卵形に石積みをめ ぐら し、 「物兄台」の機能

を布 していたことがうかがえる。そこから、陸側に向かってJ'.はさ1111程の石秘みが延ぴ、

浜の手1HJまで続いている。 一僻から土怜枯や以殻などが採取できる。

そこは俗に「クイヌパナ」と呼ばれている所で、民謡「クイヌバナ節」にも謡われ、故

勝の地にもなっており 、1972年に竹官町の史跡として文化財指定されている。

④ウブトウムル遺跡

島の南側の比較的内陸部に位'ii.. (している。一偕は椋邸約12111と島内でもわりと商所と

なっている 。 周辺は潅木がI—I =.い）炎り、 f軋布に困難をきたしたが、 -・部で石オl'(み辿構を確認

することができた。ただ、辿構全体の規松やプランなどが明確ではなく 、性格は判然とし

ない。追物もほとんど採収できないが、 -. ヽ常にはウ プドゥ 村があったと伝えられており、

ポンヤマー辿跡と Ill]様な辿跡とおえられる。現に、石秋みの古い泌も数晶確認できた。
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第31図 新城島のグスク及び相当期遺跡の分布
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表 8 新城島のグスク及び相当期遺跡一覧

辿跡名 所在地 追 物 糾 年 備 衿

1. ニシスプシヌヤー 上地 土悩 ・外米陶磁悩 第さIVJ 石wみ辿構

2. ポンヤマー辿跡 ，， ,, ，， ,, 

3. タカニク辿跡 ,, ,, ，，， 辿比台

4. アールウガン ,, 土｝怜 （パナ リ焼） 第[I鳴 石積み辿構

5. イールウガン ,, ,, ，， 

6. インチケーの硲 {, ~ ,, 

7. ウプ ドゥムル辿跡 “ 土器・外米陶磁器 第三期 石梢み辿梢

8. ナーシキ以塚 下地 上器 （バナリ焼） 第四期

9. (i. ウィ スク村跡逍跡 ，' ,, -1-

10. 伝ナース村跡逍跡 ，，， ,, ,,. 

11, (広フザ トゥ村跡逍跡 ，，， ❖ ，， 

12. ナカムリ（中森） ,, ？ ？ 火番liY1j跡

13. i広マヒヤン村跡逍跡 ，，， 上悩（パナリ焼） 第四JUJ ,(i-f!'1み遺構

14. 伝アラスク村跡逍跡 ，，， 外来陶磁器 • 土悩 第二 • 四JUJ

（パナ リ焼）

15. 伝フクパレー村跡巡跡 ，，， ，' ，，， 
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第 8節 波 照間島

1. 位置と珠税

波照Ill]島は、北約24度 1分、東経123度47分に位似する日本披南端の島である。両表島

より南へ約25kmをiJIIJる。島の形状は杓円形を弔し、島の中火部が椋窃40111~151llを1)11]り、

周辺へ緩やかに傾斜する地形を呈する。北から西悔沿にかけては湘浜砂丘地が発達して

いる箇所が随所にみ られるが、他は琉球石灰岩の断限が海岸まで迫 り、南東の謀那崎一

帯では特に瀬茅である。現在の集落は名石• 前・北・ 1村の 4集浴が島の中央部に、 1汀粘部

落が中央西寄りにある。逍跡はこれら集洛内及ぴその周辺から北～西海岸側に形成されて

いる。

2. 主要なグスク及ぴ相当期辿跡の概要

①下田原城跡 （第321以I)

辿跡は島の北i/1f./怜大ii'I浜の南約zoomの位i代にある北東方向に走るI祈JUI・. に形成されて

いる。

辿構のプランはm線に沿って複数の郭を辿結させ、北東方向に細l.f:<延ぴる辿郭式の形

状をと っている。石梢みは琉球石灰府の野面梢みである。辿跡内は石梢みによ って数多く

仕切られ、大小様々な郭がある。また、 一つの郭の内部にも低い石梢みによ ってイtりJられ

る笠、複雑な構成となっている。各々のf!ISは通）廿LJによ って結ばれている。また、南側の

郭の東側右梢みの上には物兄台が設けられている。

PL. 35 下田原城跡遠摂（北側より）
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第32図下田原城跡の概略
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②伝マシュク村跡遺跡 （第33図）

北部落の北約 Ikm、悔に而した琉球石灰宕上に形成された辿跡である。束方約150Illに

はシムス村跡、 fl.叱り約250mには下川J以城跡がある。il1i:側はrnになっており、池線から約

5 ~20 111松1111)にタカフク（方言で糾い石」月という i訟味）と呼ばれる石梢みが東西方向に約

] 20111にわたって確認でき、この内iflllに辿跡が}).;がる。辿跡の規板は如/Lj約300111、HJ北約

150 Illの範間に広がるものとみられる。

介l!..!Iの間T,Jイtでは、この全てを調査するには H程的に困難なため、タカフクの内イlllli'¥ill分か

ら辿跡の南側の緑辺部を確認するに」Iえ．まった。この部分では辿跡は南北120111の範WIまで

広がっている。

辿樅のプランは方形lヌf1l1jと数は少ないが此）j形区両の2種あり、方形区両の）i）i合平均12

m X l5 m で、 L~カ形区圃の拗合12mX40n1を測るものがある。概して、 iH1llllの方は1粕1l1jが

小さく、北側へ行くほど区f11tjの規校が大きくなるような印糸を受ける。これらの区両が複

数辿結して如llj方1,リに延ぴて一つの列を構成し、 更にこのタ・ljが1H北方向に数列組み合わさ

れる という 構成になってお り、刊/,]1-r:範IJl'I内では1村北方向に5列程）文確認されている。各区

訓は111;,¥1 1111)りの通用11によ って結ばれている。

各区11hjは1111,I2 Ill前後、 i',はさ}.$ ill前後の琉球石）火的の野1(1j秘みのli禾l'Iみによ ってイI:り）ら

れており、 沿jい所では 2mを越える。区圃内は一般にほぼ平JU.であるが、南側ではイii火府

のが盤が総出 している箇所もある。また、 オ~IIの区訓では内部を更に50cm程）文の低い石杭

みで仕り）られている ものもある。この類例は前述 した下fflJJ;(城跡にも見られる。悔側に近

い区圃には甜さ 3111を越える石梢みがある。石fl11みはがなりJJ/lれているが、 外面が一部残

存している箇所があり、これから判断すると階段状に 3段にわたって利まれており、物見

台状の辿構ではないかとみられる。これに頬似する辿構が北西側にもあり、 :t・I・2},~ 確認さ

れている。

辿物は、タカ フクの石秘み周辺と南側縁辺部近くの区圃内より採集されている。特に1h

側緑辺部付近には,ti)火府のドリ ーネ状にlf((1没した火を部分的に低い石札'1みでIJUった箇所が

あり 、 その周辺には人J他の辿物が集中的に散布している 。 採集される辿物は廿磁 • 印磁・

褐釉陶悩 • 土器が主体であり（第34図 ～第36 llXI ) 、染付はほとんど見られない。 I,: 器は外

耳土器 （第36図）と外耳を持たない鍋形になるとみられるもの（第35図7) と浅鉢形のも

の（第351叉I5) 及び壺）［多（第~5図 6) が採集されている。•沖縄沌陶器はl❖i1llll縁辺部の牧場

に隣接した石梢みの上より碗形が 1、1,',(採集されている。
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PL. 37 伝マシュク村跡遺跡石積みの状況
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PL. 39 伝マシュク村跡遺跡採其遺物
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③伝ペーミシ..J.ク村跡遺跡 （第371文I)

貨茄部格の南約300111に位骰する椋j¥':j30Illの印浚上に追跡は形成されている。

辿構のプランは桁円形に近い杖方形状を情する。石梢みは流球石灰店の野而wみである。

辿跡の規校は小さく、 l罰り方向で約30111、北東）j向で約20111を測る。通fl]I Iは)ti側にIJf.ll1 

している。プランの外側には、 北側からjy,j束）fl/りにL字状に石秘みが延ぴている。怜i求11!1]

にも短い11秘みが延び、 IJrJI I部をイI:り）る形で更に北W)ili'リに短い石梢みが走っている。内

部はほぼ:•,~J-11.で、中央を石梢みがrt煉）illりに走り、区両を11:りJっており、この,f;j束隅に迎

川11がある。

辿物の散布は少なく、わずかに白磁片 （第38図 8)及ぴ褐釉陶器口緑部 （第38図 9)、

土器片 （第381以13~6・7・10 ~12) などが採集された。

霞~:i'i

疇 ,{j,fj'/み

゜
1Qffl 

第37図 伝ペーミシュク村跡遺跡の概略
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PL. 41 伝ペーミシュク村跡遺跡内部の状況
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表 9 波照間島のグスク及び相当期遺跡一覧

辿 跡名 所 在 地 辿 物 紺 ィド イIii/ 杓

1 . i云マ シ3 ク村跡辿跡 *波!!(¥HIJ 上悩 ・外米陶磁岱 第三期 ,{ j晶逍~1'/t

2. (云シムス村跡逍跡 ,, ，， ,, 

3. flll/J;U戊！亦 ,, ，' 1- 石棋逍構

4. 必JJ°x/tlll,祇J,',1辺逍跡 ,, ，' ，' 

5. 北部i、各内辿物/1$(.fti)也 ，， ,, ,, 

6 . J:.Ji'(御狐),~j辺追跡 ,, ,, ,, 

7. 新本1311ぶ祇/,';]込逍跡 ,, ,, ,, 

8. (公オヤケアカハチ,,,. ,, ，' ,, 

品の地

9. (公ウツォウ村跡逍跡 11 ,, ，， 

10. 名rn~ 11狐1,r,J辺辿跡 ,, ,, ，，， 

11. イナサイ辿跡 1, ，' ,,. 

12. 保多盛御狐周辺辿跡 ,, ,, ,., 

13. 伝ヤグ村跡辿跡 ,, ,,. ，，， 

I ,1. 伝ベーミシュク村跡 ，， ,, ~ 石凩辿構

逍跡

15. (公ミシ ."l.ク村跡逍跡 ，，， ,, ，， ,., 
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第 9節与那国島

1. 位附と環様

与-)郎l:iil島は北綽2'1/虻28分-25/文8分、束経122/虻56分-123/虻2分に位・i姓するU本被西端

の島である。ん虹島より 1/Ljへ125kmを測り、台笥より束へ127kmの地，1,'、［にあり、 ,wれた日に

は遥く台洲の111々 が沼めるという 。島は起伏に麻んだ地形をなしている。島の中火を南北

に流れるIJIIJ;(川を椛に東にインピ11;-(机'ii',':j1 63 111 ) と T」-~部11;-a記..-:j231.I Ill)が、 西に与

/JIii "i f1;-(標邸 1 32 111 ) と久部良岳（椋翡191.1111 ) がf~える。

,y地は島の北側にみられ、特にIIIJ以川流域で扇状地状にll:がる。島の1ti1J!IJは比川周辺を

除き平地の発達は乏しく、段応I犬の地形を＇立する。島のif1j:/;!: 線は東崎の西の大泊洪と比川

周辺で涌浜砂斤：地が発達しているほかは、崖や急斜而となっており 、珊瑚礁の発逹も劣っ

ている。追跡は，qの各所に、＇；忙在しており 、j/f浜砂丘地、 'I':地、 段 Ii」・.に逍跡が形成されて

いる。

2. 主炭なグスク及び相当期辿跡の概災

①ンダン遺跡

字fit納からサンニヌ台へ延ぴる）此逍がある。この農道は途中で二本に分岐し、 •本は東

側のサンニヌ台へ延び、もう-• 本は 1H1HII に延ぴている。一•本のJ此迫を 1N下する途 l ドで再び
ングン

道路が二本に分岐し、これを右側（西側）に入って300m f'i¥J父巡んだ追路脇に帆安拝所

（神名ヌコ イタ ムイ ・ヌチ）とンダンヌヤーがある。この拝所の北側はタトヌクチと称さ

れている。拝所を含めたタトヌクチー;;;;:がンダン辿跡である。この逍跡は1986年7月に町
f Iン,.,,

教有委以会が尖施した与那））；i辿跡の発枷1,0/.J:1'淵JII¥J中に発見された逍跡であり、辿跡は与那

））；［追跡の北側に位ii梵し、11tij追跡11¥Jの距離も300111と近い。辿物はH所及ぴタ トヌクチと称

される小丘陵 -1;;:に散布 し、i'i磁 ・上器 ・紅＇（恵器などが採集される 。

②ナガト遺跡

切即；（逍跡の東1Jlll約300111の地，点にli:f:ti.がある。この li:I浚j也叶j¥=が追跡である。各｝衿敷

跡ば）：Ill地 ・牧楊などに利川 されている。）,o;: 敷跡の周辺にはアダンなどの雑木が戊り 、ある

屈敷跡の周辺には部分的に：：I:: 盛り を施 して）碍，役をIll!い込んだとみられると ころがある。ま

た、本辿跡の1/Lj端部分は道路に接し、この追路に接する畑地の南側に往時の人々が使用 し

たと思われる石囲いの井戸がある。JI・・戸の直径は約80cm、深さ16mで周辺を野秋面の石札'i

みで1月っている。4ぺ辿跡からは廿磁 ・上器などが採集されていて、与那J瓜辿跡と一時期重

なるようである。
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虹R

PL. 44 与那原遺跡（上：遺跡遠景西側、下：遺跡近景南側）
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PL .46 
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r.3 

1・ 2 Pit. 1と柱の検出状況(K-24)
3・4 Pit. 3と柱の検出状況(J-24)
5 排水溝と Plt.2(K-24) 
6 J-22の移動した礎石

Laa 

PL. 47 与那原遺跡柱と Pit.
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③与那原遺跡

本逍跡は島のI立翡峰である印込惰11/i;-の如Ill!約1.5kmの地点にある追路に接した小翡い丘

ぼ船139m ) にある。追跡に人る道路脇には1~!Jt施設が一棟建っているので、この投仮施

股が辿跡へ人る1禁の111:!lである。本辿跡は19G4年 (ll(i-f:1139年）に似if;I災術氏によって発見

されている。発4hil;UTiJ1f.は,'flI」学院人学を中心として1982年 (II/H1157年） -1984年 （昭和59

年）にかけて、1~ 3次にわたるiv,'J:rr:が夷施されている。その後、 1986年 (11/HIIGI年） ～

1 987年 (ll(i,fl l 62年）に IIIJ教脊委且会によって畑地改」~;<:~;に伴 う緊、他発掘蘭1f.が')~施されて

いる。

4違跡内にはドナンパラ按1i]のM)})Sc跡（ドナンバラ ・チディ）、狼会吟味楊（ミナガタ）、

洒辿JJ)i(サキダ）と称される場所が伝えられている。
アカ 9、9

この辿跡は11/il¥'によると1500年に尚兵王の命によりや,;古島から八爪ILiの赤蜂征伐の際、
ト( , ~· -

, 14・ , 片島の仲宋根 ，！！！湛視が赤峰征伐と'I':行しながら与MS国に仲屈金盛を将とする1年古軍を

出兵させるが、サンアイ・イ ソバ（女性の1"1屁）によって収退させられている。この戦い

の際にドナンバラ村やダテイグ村は仲）-\~-:1泣怜 らによって製収され、村を焼さはらわれ、按

ii]も殺されたことが伝承されている。

IIIJ教 ir委↓i会が‘必施した発枷講]1f.では、 ,·::iU~式の介wやイl:Ji':・の晶礎とみられる l:lJft11作や

排水溝が検/1¥されている。 出,,_辿物として,'r磁 ・白磁 ・褐釉陶器 ・imぶ器・ 土器 ・イi器 ・

欽製品 ・鉄悴 ・村銅製品 ・;J;JI I などの他に焼けた柱が•本検出 されていて、 1iif述の伝;(."を

必付けている。辿跡の11芥期は14111:紀初頭から16111:紀初頭までの範IJl:Iに収まり、 中心となる

時期はH Iit紀前半-15llt紀中頃と考えられている (~I: 1)。本辿跡から/II土した鉄塊や鉄滓

の分析依頼を実施したところ鉄塊の旅地が)(I冷側と考えられる結果が得られている。鉄澤

については鍛錬鍛冶滓（小鍛冶）の 11f能性をもつことが判明している (,~_t 2)。

11I. I .'JJJlll]]IUf教-rr委u会「'J-JJll/1;(逍跡」 1!)88年

.. ,. 2. 沖縄v,し教if委11会「船i11iスラ1リt跡」 l!J!JI年

④伝ダンノアジ屋敷

辿跡は島の北if財怜近く、久部良ゴミ処理JJ);の東約20Qmの石灰射台地上に 1t:地する。現

況はJ瓜野であるが、 周囲はかつて採石楊となって、その後埋め戻されているためILI地）［多は

、)、と全に失われている。追跡は椋i~':j 23 .1mの琉球石灰岩台地上にあり、ほぽ中央に野j([jfi'tみ

で約 smx6mの半円形状の石秘みとこれから北直に伸ぴる石栢みが約 5m程残存してい

る。この半円形状の石積みは「物兄台」と肯われている。伝承によればダンノアジのl.i敷

跡と行われ、かつてこの一帯にはダンヌ村があったと行われている。追物は全く採集され

なかった。
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PL. 48 伝ダンノアジ屋敷（上：遠景、下 ：石積みの状況）
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表10 与那国島のグスク及び相当期遺跡一衰

辿跡名 所在地 辿 物 紺 介：： 備 名

l. 与JJI¥/J孔辿跡 ／］・））ISi国llff 上悩 ・外 米陶磁 第三期

器• 石器 ．鉄製品

2. itll野辿跡 ,, 」;(,~ ・ タ}~~ ,伶~ ,m片 ,I, 

3. ヤマ トパカ逍跡 ，' ,, 第三 • 四JUI

4. 机納辿跡 ，， ,, ,, 

5. !.'Jイ111村跡辿跡 ,, ，， 第三期 伝サンアイ イソ

バの府敷跡

6. トゥグル辿跡 ,, 11 ,, 

7. サ ンIゞ ル村跡逍跡 ，，， ,, ,;, 

8. 1Jli此婦辿跡 ，， t, ,., 石枡み逍構

9. 」ゴ1し辿跡 ，1 ,, 
‘’ 

10. 伝ダンノアジJ1t敷跡 I,, ，， ，，， 石枡み逍構

11. I梨IIi/l(J迅t蹄； ,, ,, ，， 

12. 伝サガム トッ村跡辿 1, ,, ~ 

跡

13. ンダン辿跡 ,, ，， 

14. ナガト辿跡 11 降H滋岱片・紅'i祉糾岱 第二期

11:l 
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第 W まとめ

これまで八狙山地域のグスク相当期辿跡の概l災についで述べてきたが、 J,文後にこれらの

逍跡の内容を棉理してまとめとしたい。

まず、イ':i-lWみは令て石灰宕の野面梢みで、他の技法はみられない。

次に、辿跡の 1i:地については大きく次の 4つに分類される。

①小leまたは丘陵上。

②行後に1せを,''ffiう緩い傾斜地。また、 -,'t後に悔を行負うものも含む。

③洵J代に突出した琉球石灰岩からなる小丘上。

④平地。

①の例としては、力 ＿フ 山辿跡、伊野田辿跡、+~嬰J'frtll{;J辿跡 （石JTT島）、ナーマヤーヤ

シキ（旭11¥J島）、ウティスクiiI辿跡（小浜島）、船浦逍跡（西表島）節がある。②の例はフ

ルストJJ;(逍跡、ピロースク辿跡、 ニラ スク辿跡（石Ju:島）、化城村跡辿跡（竹貨島）、ユゥ

ンドゥレースク辿跡（小洪島）、伝マシュク村跡辿跡（波!!(t11¥J島）がある。③の例は、野

底石崎辿跡（石坦島）、プシンヤー (/ifj11¥J島）、窃）J仙城跡 (jJLjl<,):b)、ニシヌプシヌヤー、

ポンヤマー辿跡（新城島上地）がある。④の例はアラスク辿跡、フカスク逍跡、ヴゥスク

辿跡 （黒/.'h)、ア ラスク村跡 （石J-1(島）等である。

次に、追跡の構造については、大きく 3つに分類される。

A)単郭式。

B)辿郭式。

C)複数の郭が多数辿結して構成されるもの。

A)の例としてフカスク辿跡、アラスク逍跡、ヴゥスク辿跡（黒島）、翡那城跡、船捕追

跡 (j1Ej':I足島）、 ニシヌプシヌヤー、ポンヤマー辿跡（新城島上地）がある。B)の例には下

LI]原城跡 （波照II肌JIふ）、ユゥンドゥレースク辿跡、ウティスク 111辿跡（小浜島）、伝ペーミ

シュク村跡辿跡 （波照1111島）がある。 下田原城跡は規模、構造ともに、沖縄本）』のグスク

と類似する、点が多い。ユゥンドゥ レースク追跡、ウティスク 111遺跡、伝ペーミシュク村跡

辿跡は逍跡の規模が小さく、どちらか行えば単郭式に近いが、内部の区圃から、 一応連郭

式として扱う 。C)の例には、フルスト原辿跡（石」利島）、化城村跡辿跡、新屯村辿跡（竹

富島）、 伝マシュク村跡遺跡（波照!Jjj品）が挙げられる。これは、方形ないし長方形区11bj

がいく つ も辿結して全体を楷成するものである。

次に石秘みの区11J1jについては、立地する楊所の広狭にもよるが、まず、力形ないし長方

形状のプランを布するものがある。この例としては伝マシュ ク村跡辿跡、花城村跡辿跡な

どC)に）1応するものが比較的しっかりしたプラン を布している。他にはニシヌプシヌヤー、

石梢みはないが根石の痕跡からみて鳩1111島のプシンヤー§・ダが旅げられる。A)のタイ プで

はフカスク辿跡・ヴゥスク辿跡がl1J JI~、アラスク辿跡が隅丸方）［多 をなし、 i' {野辿跡は地）［多
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に沿って石積みを巡らしており、不定形である。 B)のタイプに属するユゥンドゥレース

ク辿跡は不定形に近く、ウティスク 山辿跡、伝ペーミシュク村跡辿跡は此方形状の区圃1jで

ある。こう してみると石祐みの区訓には方形又は最方形 ・円形 ・不定形の 3稲あるように

思われるが、この迩いについては今の段階では結論は出せない。

辿物については表面採集脊料が中心であり、また、辿跡によ っては逍物の採集ができな

いJ易1Yi・もあったため、全てを比較することはできない。比較的辿物が採集された辿跡につ

いて参考までに記すると、船涌辿跡では、 -fr磁 ，白磁 ・褐釉陶器、外耳土器の他に、頻忠

器が採集されており、 14-15111:紀代ではないかとみられる。花城村跡辿跡では、，，'f磁の他、

切窃台の白磁JIil、見込みに玉収り獅子を描くとみられる染付Jlllの1」縁部が採集されること

から、 15-16IJJ_-紀代ではないかとみられる。 1云マシュク村跡辿跡は行磁 ・白磁 ・褐釉陶

器 ・外耳土器等大型の破片が採集されている。踏究したかぎりでは、染付がほとんどみら

れず、 w磁は剣先形巡弁文碗が採集される ことからみて15IIJ:紀代ではないかとみられる。
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